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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）により実現されるワイヤレス通信ネットワーク中のワイヤレス通信
の方法において、
　セルから受信された信号のパラメータを測定することと、
　前記受信信号の測定されたパラメータを第１のしきい値と比較することに少なくとも部
分的に基づいて、前記セルがセル選択基準を満たさないことを決定することと、
　前記セルが前記セル選択基準を満たさないことを決定することに応答して、前記セルが
カバレージ拡張をサポートするとき、前記ＵＥの測定精度能力に基づいて、第２のしきい
値を決定することと、
　前記受信信号の測定されたパラメータを前記第２のしきい値と比較して、カバレージ拡
張において前記セルが前記セル選択基準を満たすか否かを決定し、カバレージ拡張におい
て前記セルが前記セル選択基準を満たすとき、ネットワークアクセスのために前記セルを
選択することと、
　前記選択することに少なくとも部分的に基づいて、前記セルにアクセス要求を送信する
こととを含み、
　前記受信信号の測定されたパラメータを前記第２のしきい値と比較することは、予め定
義された基準にしたがって、前記ネットワークアクセスのために追加のセルを選択し続け
ることを含み、前記選択されたセルを使用してのネットワークアクセスが失敗した場合に
、前記ネットワークアクセスのために前記追加のセルが使用される方法。
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【請求項２】
　前記セルは、サービングセルまたは近隣セルを含む請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記セルから受信された前記セルに対するカバレージ拡張レベルに少なくとも部分的に
基づいて、前記セルに対するオフセットを決定することをさらに含み、
　前記第２のしきい値を決定することは、前記オフセットに基づいて、前記第２のしきい
値を決定することを含む請求項１記載の方法。
【請求項４】
　前記パラメータは、基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）測定値または基準信号受信品質（Ｒ
ＳＲＱ）測定値のうちの一方または両方に少なくとも部分的に基づいている請求項１記載
の方法。
【請求項５】
　前記セルが前記セル選択基準を満たさないことを決定することは、
　前記測定されたパラメータが前記第１のしきい値よりも小さいことを決定することを含
む請求項１記載の方法。
【請求項６】
　前記追加のセルを選択し続けることは、
　前記セルのブロードキャストチャネル送信を復号することを試みることと、
　前記セルのブロードキャストチャネル送信を復号することを試みることが不成功である
ことに少なくとも部分的に基づいて、前記ワイヤレス通信ネットワークへのアクセスのた
めに前記追加のセルを選択することとを含む請求項１記載の方法。
【請求項７】
　前記セルのブロードキャストチャネル送信を復号することを試みることは、前記セルの
物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）およびシステム情報ブロック（ＳＩＢ）を復
号することを試みることを含む請求項６記載の方法。
【請求項８】
　前記受信信号は前記セルの基準信号であり、
　前記セルの基準信号の密度が、前記セルから受信された前記セルに対するカバレージ拡
張レベルに少なくとも部分的に基づいて調整されることを決定することと、
　前記基準信号の密度に少なくとも部分的に基づいて、前記基準信号に関係する測定持続
時間を調整することとをさらに含む請求項１記載の方法。
【請求項９】
　前記基準信号の密度が前記カバレージ拡張レベルの関数として増加される請求項８記載
の方法。
【請求項１０】
　前記基準信号に関係する前記測定持続時間が前記カバレージ拡張レベルの関数として増
加される請求項８記載の方法。
【請求項１１】
　ワイヤレス通信のための装置において、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信するメモリと、
　前記メモリに記憶されている命令とを具備し、前記命令が、前記プロセッサによって実
行されるとき、
　セルから受信された信号のパラメータを測定することと、
　前記受信信号の測定されたパラメータを第１のしきい値と比較することに少なくとも部
分的に基づいて、前記セルがセル選択基準を満たさないことを決定することと、
　前記セルが前記セル選択基準を満たさないことを決定することに応答して、前記セルが
カバレージ拡張をサポートするとき、前記装置の測定精度能力に基づいて、第２のしきい
値を決定することと、
　前記受信信号の測定されたパラメータを前記第２のしきい値と比較して、カバレージ拡
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張において前記セルが前記セル選択基準を満たすか否かを決定し、カバレージ拡張におい
て前記セルが前記セル選択基準を満たすとき、ネットワークアクセスのために前記セルを
選択することと、
　　前記選択することに少なくとも部分的に基づいて、前記セルにアクセス要求を送信す
ることとを前記装置にさせるように動作可能であり、
　前記受信信号の測定されたパラメータを前記第２のしきい値と比較するための前記命令
は、予め定義された基準にしたがって、前記ネットワークアクセスのために追加のセルを
選択し続けることを前記装置にさせるようにさらに実行可能であり、前記選択されたセル
を使用してのネットワークアクセスが失敗した場合に、前記ネットワークアクセスのため
に前記追加のセルが使用される装置。
【請求項１２】
　前記セルは、サービングセルまたは近隣セルを含む請求項１１記載の装置。
【請求項１３】
　前記命令は、
　前記セルから受信された前記セルに対するカバレージ拡張レベルに少なくとも部分的に
基づいて、前記セルに対するオフセットを決定することを前記装置にさせるようにさらに
実行可能であり、
　前記第２のしきい値を決定することは、前記オフセットに基づいて、前記第２のしきい
値を決定することを含む請求項１１記載の装置。
【請求項１４】
　前記パラメータは、基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）測定値または基準信号受信品質（Ｒ
ＳＲＱ）測定値のうちの一方または両方に少なくとも部分的に基づいている請求項１１記
載の装置。
【請求項１５】
　前記受信信号の測定されたパラメータを前記第１のしきい値と比較するための前記命令
は、
　前記測定されたパラメータが前記第１のしきい値よりも小さいことを決定することを前
記装置にさせるようにさらに実行可能である請求項１１記載の装置。
【請求項１６】
　前記追加のセルを選択し続けるための前記命令は、
　前記セルのブロードキャストチャネル送信を復号することを試みることと、
　前記セルのブロードキャストチャネル送信を復号することを試みることが不成功である
ことに少なくとも部分的に基づいて、ワイヤレス通信ネットワークへのアクセスのために
前記追加のセルを選択することとを前記装置にさせるようにさらに実行可能である請求項
１１記載の装置。
【請求項１７】
　前記セルのブロードキャストチャネル送信を復号することを試みるための前記命令は、
前記セルの物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）およびシステム情報ブロック（Ｓ
ＩＢ）を復号することを試みることを前記装置にさせるようにさらに実行可能である請求
項１６記載の装置。
【請求項１８】
　前記受信信号は前記セルの基準信号であり、
　前記命令は、
　前記セルの基準信号の密度が、前記セルから受信された前記セルに対するカバレージ拡
張レベルに少なくとも部分的に基づいて調整されることを決定することと、
　前記基準信号の密度に少なくとも部分的に基づいて、前記基準信号に関係する測定持続
時間を調整することとを前記装置にさせるようにさらに実行可能である請求項１１記載の
装置。
【発明の詳細な説明】
【相互参照】
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【０００１】
　[0001]　本特許出願は、２０１５年５月１３日に出願された「Ｃｅｌｌ　Ｓｅｌｅｃｔ
ｉｏｎ　Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ　ｆｏｒ　ＭＴＣ　Ｄｅｖｉｃｅｓ」と題するＷａｎｇ等に
よる米国仮特許出願第６２／１６１，１１７号、および２０１６年５月６日に出願された
「Ｃｅｌｌ　Ｓｅｌｅｃｔｉｏｎ　Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅｓ　ｆｏｒ　Ｍａｃｈｉｎｅ　Ｔ
ｙｐｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｄｅｖｉｃｅｓ」と題するＷａｎｇ等による米国
特許出願第１５／１４８，８１８号の優先権を主張するもので、これらの各々は本出願の
譲受人に譲渡されている。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]　以下は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、マシンタイプ通信（Ｍ
ＴＣ）デバイスのためのセル選択手順に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]　ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング
、およびブロードキャストのような様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く
展開されている。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（例えば、時間、周
波数、および電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが
可能であり得る。そのような多元接続システムの例としては、符号分割多元接続（ＣＤＭ
Ａ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）
システム、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム（例えば、ロングター
ムエボリューション（ＬＴＥ（登録商標））システム）がある。ワイヤレス多元接続通信
システムは、場合によってはユーザ機器（ＵＥ）として知られることがある、複数の通信
デバイスのための通信を同時に各々サポートする、いくつかの基地局を含み得る。
【０００４】
　[0004]　いくつかのタイプのワイヤレスデバイスは、自動化された通信を提供し得る。
自動化されたワイヤレスデバイスは、マシンツーマシン（Ｍ２Ｍ）通信またはＭＴＣを実
施するものを含み得る。Ｍ２Ｍおよび／またはＭＴＣは、デバイスが人の介入なしに互い
にまたは基地局と通信することを可能にするデータ通信技術を指すことがある。例えば、
Ｍ２Ｍおよび／またはＭＴＣは、情報を測定またはキャプチャするためにセンサーまたは
メーターを組み込み、情報を活用できる中央サーバまたはアプリケーションプログラムに
その情報を中継するか、あるいはプログラムまたはアプリケーションと対話する人間に情
報を提示する、デバイスからの通信を指すことがある。
【０００５】
　[0005]　ＭＴＣデバイスは、情報を収集したり、機械の自動化された挙動を可能にした
りするために使用され得る。ＭＴＣデバイスのための適用の例は、スマートメータリング
、インベントリ監視、水位監視、機器監視、ヘルスケア監視、野生生物監視、天候および
地質学的事象監視、フリート管理およびトラッキング、リモートセキュリティ検知、物理
的アクセス制御、並びにトランザクションベースのビジネスの課金を含む。
【０００６】
　[0006]　ＭＴＣを採用するいくつかのワイヤレス通信システムでは、ネットワーク通信
について比較的乏しいカバレージ(relatively poor coverage)をもつＭＴＣデバイスのた
めの成功裏の送信(successful transmissions)の可能性を向上させるために、様々なカバ
レージ拡張技法が採用され得る。そのようなカバレージ拡張技法は、より高い送信電力、
冗長データの送信、またはそれらの組合せを提供し得る。送信のためのカバレージ拡張技
法を使用するネットワークノードは、そのため、ノードがカバレージ拡張技法なしに送信
した場合よりも、成功裏の送信の高い可能性を有する。しかしながら、ＵＥが最初にネッ
トワークにアクセスするとき、どのネットワークノードがカバレージ拡張技法を使用し得
るのかが分からないことがある。このため、別のノードよりも低い受信信号強度を有する
ノードが、実際のところ、カバレージ拡張によって、より高い受信信号強度をもちカバレ
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ージ拡張を使用しないノードの、よりも良いサービスを提供することがある。
【発明の概要】
【０００７】
　[0007]　説明する特徴は、一般に、マシンタイプ通信（ＭＴＣ）デバイスのためのセル
選択のための１つまたは複数のシステム、方法、および装置に関する。セル選択は、セル
によって採用される１つまたは複数のカバレージ拡張技法を考慮するか、またはそれに基
づき得る。デバイスは、ユーザ機器（ＵＥ）の測定精度能力を識別し得る。デバイスは、
ＵＥの測定精度能力に基づいてセル選択値に適用するオフセットを決定し得る。セルから
受信された信号の１つまたは複数の信号パラメータがＵＥで測定され得、セルについての
セル選択値が信号パラメータとオフセットとに基づいて決定され得る。セル選択値に基づ
いてネットワークアクセスのためのセルが選択され得る。いくつかの例では、２つ以上の
セルのためのセル選択パラメータがセル選択のしきい値よりも小さいことがあり、ＵＥが
、基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）値および／または基準信号受信品質（ＲＳＲＱ）値に基
づいてセルへのアクセスを連続的に試み得る。いくつかの例では、セルが、ＵＥによって
以後のセル選択のために使用され得る、１つまたは複数のセルのためのカバレージ拡張レ
ベルを示すシグナリングを与え得る。さらなる例では、セルでの接続の確立時に、ＵＥが
、セルのうちの１つまたは複数のカバレージ拡張技法の使用に基づいてセル再選択測定の
頻度を低減し得る。
【０００８】
　[0008]　ワイヤレス通信ネットワークにおけるワイヤレス通信の方法について説明する
。本方法は、ＵＥの測定精度能力を識別することと、ＵＥの測定精度能力に少なくとも一
部基づいてセル選択値に適用するオフセットを決定することと、セルから受信された信号
の１つまたは複数の信号パラメータを測定することと、１つまたは複数の信号パラメータ
とオフセットとに少なくとも一部基づいてセルについてのセル選択値を決定することとを
含み得る。
【０００９】
　[0009]　ワイヤレス通信ネットワークにおけるワイヤレス通信のための装置について説
明する。本装置は、ＵＥの測定精度能力を識別するための手段と、ＵＥの測定精度能力に
少なくとも一部基づいてセル選択値に適用するオフセットを決定するための手段と、セル
から受信された信号の１つまたは複数の信号パラメータを測定するための手段と、１つま
たは複数の信号パラメータとオフセットとに少なくとも一部基づいてセルについてのセル
選択値を決定するための手段とを含み得る。
【００１０】
　[0010]　ワイヤレス通信ネットワークにおけるワイヤレス通信のためのさらなる装置に
ついて説明する。本装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリと、メ
モリに記憶された命令とを含み得、ここにおいて、命令は、ＵＥの測定精度能力を識別す
ることと、ＵＥの測定精度能力に少なくとも一部基づいてセル選択値に適用するオフセッ
トを決定することと、セルから受信された信号の１つまたは複数の信号パラメータを測定
することと、１つまたは複数の信号パラメータとオフセットとに少なくとも一部基づいて
セルについてのセル選択値を決定することとをするようにプロセッサによって実行可能で
ある。
【００１１】
　[0011]　ワイヤレス通信ネットワークにおけるワイヤレス通信のためのコードを記憶す
る非一時的コンピュータ可読媒体について説明する。コードは、ＵＥの測定精度能力を識
別することと、ＵＥの測定精度能力に少なくとも一部基づいてセル選択値に適用するオフ
セットを決定することと、セルから受信された信号の１つまたは複数の信号パラメータを
測定することと、１つまたは複数の信号パラメータとオフセットとに少なくとも一部基づ
いてセルについてのセル選択値を決定することとをするように実行可能な命令を含み得る
。
【００１２】
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　[0012]　上で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例は、他のセルの１つまたは複数の他の測定された信号パラメータとオフセットとに少な
くとも一部基づいて１つまたは複数の他のセルのための１つまたは複数の他のセル選択値
を決定することと、セルについてのセル選択値に少なくとも一部基づいてワイヤレス通信
ネットワークへのアクセスを試みるためにセルを選択することとをさらに含み得る。追加
または代替として、いくつかの例において、セル選択値は、ＲＳＲＰ測定値またはＲＳＲ
Ｑ測定値のうちの１つまたは複数に少なくとも一部基づく。
【００１３】
　[0013]　上で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例において、ＵＥの測定精度能力は、ＵＥのハードウェアまたはソフトウェア能力に少な
くとも一部基づいて決定される。追加または代替として、いくつかの例において、オフセ
ットは、ＵＥの測定精度能力に少なくとも一部基づく予め定義されたオフセット値である
。上で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例におい
て、オフセットは、セルによってＵＥにシグナリングされる。追加または代替として、い
くつかの例において、オフセットは、様々な測定精度能力に関連する複数の利用可能なオ
フセット値から選択される。上で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読
媒体のいくつかの例において、オフセットは、ＵＥの測定精度能力がしきい値を満たすか
または超えるとき、第１のオフセット値になるように決定され、ＵＥの測定精度能力がし
きい値よりも小さいとき、第２のオフセット値になるように決定され、ここにおいて、第
１のオフセット値は第２のオフセット値よりも小さい。
【００１４】
　[0014]　ワイヤレス通信ネットワークにおけるワイヤレス通信の方法について説明する
。本方法は、２つ以上のセルから受信された信号の１つまたは複数の信号パラメータを測
定することと、２つ以上のセルのためのセル選択パラメータがセル選択のしきい値よりも
小さいと決定することと、セル選択パラメータに少なくとも一部基づいて、ワイヤレス通
信ネットワークへのアクセスを試みるために２つ以上のセルのうちの第１のセルを選択す
ることと、予め定義された基準に従ってワイヤレス通信ネットワークへのアクセスを試み
るために２つ以上のセルのうちの残りのセルを選択することを続けることとを含み得る。
【００１５】
　[0015]　ワイヤレス通信ネットワークにおけるワイヤレス通信のための装置について説
明する。本装置は、２つ以上のセルから受信された信号の１つまたは複数の信号パラメー
タを測定するための手段と、２つ以上のセルのためのセル選択パラメータがセル選択のし
きい値よりも小さいと決定するための手段と、セル選択パラメータに少なくとも一部基づ
いて、ワイヤレス通信ネットワークへのアクセスを試みるために２つ以上のセルのうちの
第１のセルを選択するための手段と、予め定義された基準に従ってワイヤレス通信ネット
ワークへのアクセスを試みるために２つ以上のセルのうちの残りのセルを選択することを
続けるための手段とを含み得る。
【００１６】
　[0016]　ワイヤレス通信ネットワークにおけるワイヤレス通信のためのさらなる装置に
ついて説明する。本装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリと、メ
モリに記憶された命令とを含み得、ここにおいて、命令は、２つ以上のセルから受信され
た信号の１つまたは複数の信号パラメータを測定することと、２つ以上のセルのためのセ
ル選択パラメータがセル選択のしきい値よりも小さいと決定することと、セル選択パラメ
ータに少なくとも一部基づいて、ワイヤレス通信ネットワークへのアクセスを試みるため
に２つ以上のセルのうちの第１のセルを選択することと、予め定義された基準に従ってワ
イヤレス通信ネットワークへのアクセスを試みるために２つ以上のセルのうちの残りのセ
ルを選択することを続けることとをするようにプロセッサによって実行可能である。
【００１７】
　[0017]　ワイヤレス通信ネットワークにおけるワイヤレス通信のためのコードを記憶す
る非一時的コンピュータ可読媒体について説明する。コードは、２つ以上のセルから受信



(7) JP 6891128 B2 2021.6.18

10

20

30

40

50

された信号の１つまたは複数の信号パラメータを測定することと、２つ以上のセルのため
のセル選択パラメータがセル選択のしきい値よりも小さいと決定することと、セル選択パ
ラメータに少なくとも一部基づいて、ワイヤレス通信ネットワークへのアクセスを試みる
ために２つ以上のセルのうちの第１のセルを選択することと、予め定義された基準に従っ
てワイヤレス通信ネットワークへのアクセスを試みるために２つ以上のセルのうちの残り
のセルを選択することを続けることとをするように実行可能な命令を含み得る。
【００１８】
　[0018]　上で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例において、残りのセルを選択することを続けることは、第１のセルのブロードキャスト
チャネル送信を復号することを試みることと、第１のセルのブロードキャストチャネル送
信を復号することを不成功裏に(unsuccessfully)試みることに少なくとも一部基づいて、
ワイヤレス通信ネットワークへのアクセスを試みるために２つ以上のセルのうちの第２の
セルを選択することとを備える。追加または代替として、いくつかの例において、第１の
セルのブロードキャストチャネル送信を復号することを試みることは、第１のセルの物理
ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）およびシステム情報ブロック（ＳＩＢ）を復号す
ることを試みることを備える。
【００１９】
　[0019]　上で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例において、ブロードキャストチャネル送信を復号することを試みることは、第１のセル
がカバレージ拡張を有すると決定することと、上記決定に少なくとも一部基づいてバンド
リングサポートとともに第１のセルのブロードキャストチャネル送信を復号することを試
みることとを備える。追加または代替として、いくつかの例は、２つ以上のセルの受信電
力レベルに少なくとも一部基づいてアクセスを試みるために２つ以上のセルを選択するた
めの順序を決定することを含み得、ここにおいて、２つ以上のセルのためのセル選択パラ
メータは受信電力レベルを備える。
【００２０】
　[0020]　上で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例において、セル選択パラメータは、２つ以上のセルについてのＲＳＲＰ測定値またはＲ
ＳＲＱ測定値のうちの１つまたは複数に少なくとも一部基づいて決定される。追加または
代替として、いくつかの例において、２つ以上のセルのうちの第１のセルを選択すること
は、第１のセルのＲＳＲＰまたはＲＳＲＱ値のうちの１つまたは複数が第２のセルの対応
するＲＳＲＰまたはＲＳＲＱ値を超えると決定することを備える。
【００２１】
　[0021]　上で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例は、２つ以上のセルのカバレージ拡張レベルの指示を受信することをさらに含み得る。
【００２２】
　[0022]　ワイヤレス通信ネットワークにおけるワイヤレス通信の方法について説明する
。本方法は、１つまたは複数のセルのカバレージ拡張レベルを示すシグナリングを受信す
ることと、カバレージ拡張レベルを１つまたは複数のセルについての受信電力情報と組み
合わせることと、組み合されたカバレージ拡張レベルと受信電力情報とを備えるセル選択
パラメータに少なくとも一部基づいてネットワークアクセスのためのセルを選択すること
とを含み得る。
【００２３】
　[0023]　ワイヤレス通信ネットワークにおけるワイヤレス通信のための装置について説
明する。本装置は、１つまたは複数のセルのカバレージ拡張レベルを示すシグナリングを
受信するための手段と、カバレージ拡張レベルを１つまたは複数のセルについての受信電
力情報と組み合わせるための手段と、組み合されたカバレージ拡張レベルと受信電力情報
とを備えるセル選択パラメータに少なくとも一部基づいてネットワークアクセスのための
セルを選択するための手段とを含み得る。
【００２４】
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　[0024]　ワイヤレス通信ネットワークにおけるワイヤレス通信のためのさらなる装置に
ついて説明する。本装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリと、メ
モリに記憶された命令とを含み得、ここにおいて、命令は、１つまたは複数のセルのカバ
レージ拡張レベルを示すシグナリングを受信することと、カバレージ拡張レベルを１つま
たは複数のセルについての受信電力情報と組み合わせることと、組み合されたカバレージ
拡張レベルと受信電力情報とを備えるセル選択パラメータに少なくとも一部基づいてネッ
トワークアクセスのためのセルを選択することとをするようにプロセッサによって実行可
能である。
【００２５】
　[0025]　ワイヤレスデバイスでワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コン
ピュータ可読媒体について説明する。コードは、１つまたは複数のセルのカバレージ拡張
レベルを示すシグナリングを受信することと、カバレージ拡張レベルを１つまたは複数の
セルについての受信電力情報と組み合わせることと、組み合されたカバレージ拡張レベル
と受信電力情報とを備えるセル選択パラメータに少なくとも一部基づいてネットワークア
クセスのためのセルを選択することとをするように実行可能な命令を含み得る。
【００２６】
　[0026]　上で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例において、組み合わせることは、１つまたは複数のセルのカバレージ拡張レベルに少な
くとも一部基づいて１つまたは複数のセルについてのセル選択値に適用するオフセットを
決定することをさらに備える。追加または代替として、場合により、１つまたは複数のセ
ルは、サービングセルまたは近隣セルのうちの一方または両方を含み得る。追加または代
替として、いくつかの例では、セル選択パラメータは、ＲＳＲＰ測定値またはＲＳＲＱ測
定値のうちの一方または両方に少なくとも一部基づく。
【００２７】
　[0027]　上で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例において、ネットワークアクセスのためのセルを選択することは、候補セルのためのセ
ル選択パラメータがセル選択のしきい値よりも小さいと決定することを備える。追加また
は代替として、いくつかの例において、ネットワークアクセスのためのセルを選択するこ
とは、予め定義された基準に従ってネットワークアクセスのための追加のセルを選択する
ことを続けることを備える。
【００２８】
　[0028]　上で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例において、追加のセルを選択することを続けることは、セルのブロードキャストチャネ
ル送信を復号することを試みることと、セルのブロードキャストチャネル送信を復号する
ことを不成功裏に試みることに少なくとも一部基づいて、ワイヤレス通信ネットワークへ
のアクセスのための１つまたは複数のセルのうちの第２のセルを選択することとを備える
。追加または代替として、いくつかの例は、１つまたは複数のセルのうちの１つのセルの
基準信号密度がセルのカバレージ拡張レベルに少なくとも一部基づいて調整されると決定
することと、基準信号密度に少なくとも一部基づいて基準信号に関連する測定持続時間を
調整することとを含み得る。
【００２９】
　[0029]　上で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例において、基準信号密度はカバレージ拡張レベルの関数として増加される。追加または
代替として、いくつかの例において、基準信号に関連する測定持続時間はカバレージ拡張
レベルの関数として増加される。
【００３０】
　[0030]　ワイヤレス通信ネットワークにおけるワイヤレス通信の方法について説明する
。本方法は、ワイヤレス通信ネットワークにおいて第１のセルとの接続を確立することと
、第１のセルあるいは１つまたは複数の他のセルのうちの一方または両方のカバレージ拡
張技法の使用に少なくとも一部基づいて１つまたは複数の他のセルの測定の頻度を低減す



(9) JP 6891128 B2 2021.6.18

10

20

30

40

50

ることとを含み得る。
【００３１】
　[0031]　ワイヤレス通信ネットワークにおけるワイヤレス通信のための装置について説
明する。本装置は、ワイヤレス通信ネットワークにおいて第１のセルとの接続を確立する
ための手段と、第１のセルあるいは１つまたは複数の他のセルのうちの一方または両方の
カバレージ拡張技法の使用に少なくとも一部基づいて１つまたは複数の他のセルの測定の
頻度を低減するための手段とを含み得る。
【００３２】
　[0032]　ワイヤレス通信ネットワークにおけるワイヤレス通信のためのさらなる装置に
ついて説明する。本装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリとメモ
リに記憶された命令とを含み得、ここにおいて、命令は、ワイヤレス通信ネットワークに
おいて第１のセルとの接続を確立することと、第１のセルあるいは１つまたは複数の他の
セルのうちの一方または両方のカバレージ拡張技法の使用に少なくとも一部基づいて１つ
または複数の他のセルの測定の頻度を低減することとをするようにプロセッサによって実
行可能である。
【００３３】
　[0033]　ワイヤレス通信ネットワークにおけるワイヤレス通信のためのコードを記憶す
る非一時的コンピュータ可読媒体について説明する。コードは、ワイヤレス通信ネットワ
ークにおいて第１のセルとの接続を確立することと、第１のセルあるいは１つまたは複数
の他のセルのうちの一方または両方のカバレージ拡張技法の使用に少なくとも一部基づい
て１つまたは複数の他のセルの測定の頻度を低減することとをするように実行可能な命令
を含み得る。
【００３４】
　[0034]　上で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例は、測定の低減された頻度に従って１つまたは複数の他のセルから受信される信号の１
つまたは複数の信号パラメータを測定することと、１つまたは複数の他のセルのうちの第
２のセルとの接続を確立することを試みるべきかどうかを、第２のセルのための測定され
た信号パラメータと第１のセルおよび第２のセルに関連するカバレージ拡張レベルとに少
なくとも一部基づいて決定することとをさらに含み得る。追加または代替として、いくつ
かの例において、測定の頻度を低減することは、第１のセルに関連するカバレージ拡張レ
ベルを識別することと、第１のセルに関連するカバレージ拡張レベルに少なくとも一部基
づいて第１のセルのためのセル選択基準を調整することと、調整されたセル選択基準に少
なくとも一部基づいて、少なくとも部分的に重複する周波数を有する１つまたは複数の他
のセルから受信される信号の測定の頻度を制御するようにタイマーを構成することとを備
える。
【００３５】
　[0035]　上で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例において、測定の頻度を低減することは、第１のセルに関連するカバレージ拡張レベル
を識別することと、第１のセルと重複しない周波数を有する他のセルのうちの１つまたは
複数を識別することと、１つまたは複数の他のセルの重複しない周波数に関連する優先度
に少なくとも一部基づいて他のセルのうちの１つまたは複数についての測定の頻度を調整
することとを備える。追加または代替として、いくつかの例において、より高い優先度周
波数を有する他のセルのうちの１つまたは複数についての測定は、第１のセルのタイマー
または品質しきい値のうちの一方または両方に少なくとも一部基づいて行われる。
【００３６】
　[0036]　上で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例において、より低い優先度周波数を有する他のセルのうちの１つまたは複数についての
測定は、第１のセルに関連するタイマーまたはセル選択基準へのオフセットのうちの一方
または両方に少なくとも一部基づいて行われる。
【００３７】
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　[0037]　上記は、以下の発明を実施するための形態がより良く理解され得るように、本
開示による例の特徴および技術的利点についてやや広く概説した。追加の特徴および利点
について以下で説明する。開示する概念および具体例は、本開示の同じ目的を果たすため
の他の構造を修正または設計するための基礎として容易に利用され得る。そのような等価
な構成は、添付の特許請求の範囲から逸脱しない。本明細書で開示する概念の特性、それ
らの編成と動作方法の両方は、関連する利点とともに、添付の図に関連して以下の説明を
検討するとより良く理解されよう。図の各々は、例示および説明の目的でのみ与えられる
ものであり、特許請求の範囲の限界の定義として与えられるものではない。
【００３８】
　[0038]　本発明の本質および利点についてのさらなる理解は、以下の図面を参照するこ
とによって実現され得る。添付の図では、同様の構成要素または特徴は同じ参照ラベルを
有し得る。さらに、同じタイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、同
様の構成要素を区別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る。第１の参照
ラベルのみが本明細書において使用される場合、説明は、第２の参照ラベルにかかわらず
、同じ第１の参照ラベルを有する同様の構成要素のうちのいずれにも適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】本開示の様々な態様による、ＭＴＣのためのセル選択手順をサポートするワイヤ
レス通信システムの一例を示す図。
【図２】本開示の様々な態様による、ＭＴＣのためのセル選択手順をサポートするワイヤ
レス通信サブシステムの一例を示す図。
【図３】本開示の様々な態様による、ＭＴＣのためのセル選択手順をサポートするコール
フロー図の一例を示す図。
【図４】本開示の様々な態様による、ＭＴＣのためのセル選択手順をサポートするコール
フロー図の一例を示す図。
【図５】本開示の様々な態様による、ＭＴＣのためのセル選択手順をサポートするコール
フロー図の一例を示す図。
【図６】本開示の様々な態様による、ＭＴＣのためのセル選択手順をサポートするコール
フロー図の一例を示す図。
【図７】本開示の様々な態様による、ＭＴＣのためのセル選択手順をサポートするワイヤ
レスデバイスの図。
【図８】本開示の様々な態様による、ＭＴＣのためのセル選択手順をサポートするワイヤ
レスデバイスの図。
【図９】本開示の様々な態様による、ＭＴＣのためのセル選択手順をサポートするワイヤ
レスデバイスの図。
【図１０】本開示の様々な態様による、ＭＴＣのためのセル選択手順をサポートするデバ
イスを含むシステムの図。
【図１１】本開示の様々な態様による、ＭＴＣのためのセル選択手順をサポートする基地
局を含むシステムの図。
【図１２】本開示の様々な態様による、ＭＴＣのためのセル選択手順のための方法のフロ
ーチャート。
【図１３】本開示の様々な態様による、ＭＴＣのためのセル選択手順のための方法のフロ
ーチャート。
【図１４】本開示の様々な態様による、ＭＴＣのためのセル選択手順のための方法のフロ
ーチャート。
【図１５】本開示の様々な態様による、ＭＴＣのためのセル選択手順のための方法のフロ
ーチャート。
【詳細な説明】
【００４０】
　[0049]　説明する特徴は、一般に、マシンタイプ通信（ＭＴＣ）デバイスのためのワイ
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ヤレス通信ネットワークへのアクセスのためのセル選択のための改善されたシステム、方
法、または装置に関する。いくつかの例では、１つまたは複数のカバレージ拡張技法を採
用し得るセルへのネットワークアクセスのためのセル選択技法が提供される。ＭＴＣデバ
イスであり得るユーザ機器（ＵＥ）は、初期収集時または起動時に、基準信号受信電力（
ＲＳＲＰ）、基準信号受信品質（ＲＳＲＱ）、または両方を測定し、ＲＳＲＰ、ＲＳＲＱ
、またはそれらの組合せに少なくとも一部基づいてセル選択値を決定し得る。いくつかの
例において、セル選択値はオフセットに基づいて決定され得る。オフセットは、ＵＥの測
定精度能力（例えば、受信信号を測定するためのＵＥのハードウェアまたはソフトウェア
能力）に基づいて選択され得る。いくつかの例では、ＵＥが、十分なカバレージ拡張をも
つセルが見つけられるまで、１つまたは複数のセルへのアクセスを連続的に試み得、ここ
において、アクセス試行のための初期セルは、ＲＳＲＰ、ＲＳＲＱ、またはそれらの組合
せに基づいて選択され得る。他の例では、セルが、ネイバーセルリスト中でセルによって
使用されるカバレージ拡張に関係する情報を送信し得、カバレージ拡張レベルが、ネット
ワークアクセスを試みるためのセルを選択する際に使用するセル選択値を決定するために
、ＲＳＲＰ、ＲＳＲＱ、またはそれらの組合せと組み合わされ得る。またさらなる例にお
いて、ＵＥとセルとの間の接続が確立されたとき、ＵＥは、カバレージ拡張技法の使用に
少なくとも一部基づいてセル再選択動作のための測定の頻度を低減し得る。
【００４１】
　[0050]　そのような技法は、以下でより詳細に説明するように、ＭＴＣデバイスの展開
において望ましいことであり得る。上述のように、いくつかのワイヤレスシステムが、Ｍ
ＴＣ通信またはマシンツーマシン（Ｍ２Ｍ）通信のような、自動化された通信を与え得る
。Ｍ２ＭまたはＭＴＣは、人間の介入なしに通信する技術を指すことがある。いくつかの
場合には、ＭＴＣデバイスが、制限された能力を有し得る。例えば、いくつかのＭＴＣデ
バイスがブロードバンド能力を有し得、他のＭＴＣデバイスが狭帯域通信に制限され得る
。この狭帯域制限は、例えば、基地局によってサービスされる全帯域幅を使用して制御チ
ャネル情報または送信された基準信号を受信するＭＴＣデバイスの能力に干渉し得る。ロ
ングタームエボリューション（ＬＴＥ）技法を採用するもののような、いくつかのワイヤ
レス通信システムでは、制限された帯域幅能力を有するＭＴＣデバイス（または同様の能
力をもつ別のデバイス）が、カテゴリ０デバイスと呼ばれることがある。
【００４２】
　[0051]　場合によっては、ＭＴＣデバイスが、低減されたピークデータレートを有し得
る（例えば、最大トランスポートブロックサイズが１０００ビットであり得る）。さらに
、ＭＴＣデバイスが、ランク１送信と、受信するための１つのアンテナとを有し得る。こ
れは、ＭＴＣデバイスを半二重通信に制限し得る（例えば、デバイスは、同時に送信およ
び受信することが可能でないことがある）。ＭＴＣデバイスが半二重である場合、ＭＴＣ
デバイスが（例えば、送信（Ｔｘ）から受信（Ｒｘ）への、または受信（Ｒｘ）から送信
（Ｔｘ）への）緩やかな切替え時間を有し得る。例えば、非ＭＴＣデバイスの公称切替え
時間は２０μｓであり得るが、ＭＴＣデバイスの切替え時間は１ｍｓであり得る。ワイヤ
レスシステムにおけるＭＴＣ拡張（ｅＭＴＣ）は、ナローバンドＭＴＣデバイスがより広
いシステム帯域幅動作（例えば、１．４／３／５／１０／１５／２０ＭＨｚ）内で効率的
に動作することを可能にし得る。例えば、ＭＴＣデバイスは、１．４ＭＨｚ帯域幅（例え
ば、ＬＴＥシステム中の６つのリソースブロック）をサポートし得る。いくつかの事例に
おいて、そのようなＭＴＣデバイスのカバレージ拡張は、より信頼できる通信を提供する
ために採用され得る。カバレージ拡張は、例えば、（例えば、最高１５ｄＢの）電力ブー
スティングと、送信の冗長バージョンを与えるための送信時間間隔（ＴＴＩ）のバンドリ
ングとを含み得る。
【００４３】
　[0052]　送信のある数の冗長バージョンを与えるためのＴＴＩのバンドリングは、物理
アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ
）、拡張ＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）、
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物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）などのような、いくつかのチャネルのため
のカバレージを拡張するために使用されhe得る。例えば、ＰＲＡＣＨと、関連するメッセ
ージとを含む、様々な物理チャネルは、ワイヤレス通信デバイスからの複数の冗長送信を
有し得る。いくつかの場合には、冗長バージョンの数が数十サブフレーム程度であり得、
異なるチャネルが異なる冗長レベルを有し得る。
【００４４】
　[0053]　初期収集を行うときまたは起動時に、ＭＴＣ　ＵＥのようなＵＥは、ネットワ
ークアクセスを開始するためのセルを選択する際に使用するために、ＲＳＲＰ測定または
ＲＳＲＱ測定のうちの一方または両方を行い得る。しかしながら、上述のように、より信
頼できるカバレージをいくつかのＭＴＣデバイスに提供するために、セルはカバレージ拡
張を使用し得る。いくつかのネットワーク展開では、１５ｄＢ程度のカバレージ拡張がサ
ポートされ、これは、ＵＥと基地局との間の１５５．７ｄＢ最大結合損失にマッピングす
る。これは、ＵＥおよび基地局が、ＲＳＲＰおよびＲＳＲＱ測定のような測定を、例えば
－１５ｄＢから－２０ｄＢまでの、比較的低いＳＮＲで行うという結果になり得る。その
ようなＳＮＲレベルでは、測定誤差の比較的高い可能性があり得、測定されたＲＳＲＰま
たはＲＳＲＱがデバイスについての実際のＲＳＲＰまたはＲＳＲＱを表さないことがあり
得る。
【００４５】
　[0054]　さらに、いくつかの展開では、ＲＳＲＰ／ＲＳＲＱを測定するためにセル固有
基準信号（ＣＲＳ）が使用され得るが、ＣＲＳは、カバレージ拡張技法を使用するセルか
らの送信においてバンドルされないことがある。このため、ＣＲＳベースのＲＳＲＰ／Ｒ
ＳＲＱ測定がカバレージ拡張情報を反映しないことがある。その結果、低いＲＳＲＰ／Ｒ
ＳＲＱ結果をもつもののカバレージ拡張を用いるセルが、より高いＲＳＲＰ／ＲＳＲＱを
もつもののカバレージ拡張を用いないセルよりも良いかもしれないので、ＲＳＲＰ／ＲＳ
ＲＱベースのセル選択が正しいセルを選択しないかもしれない。
【００４６】
　[0055]　様々な態様は、以下でより詳細に説明するように、カバレージ拡張を使用して
通信し得るＭＴＣデバイスのためのセル選択のための技法を提供する。いくつかの例では
、オフセットがＵＥの測定精度能力に基づいてＵＥのために決定され得、これは、２つ以
上の潜在的サービングセルのためのセル選択値を決定し、初期ネットワークアクセス試行
のためのセルを選択することにおいて使用され得る。上述のように、ＭＴＣデバイスは、
送信を受信するための制限された能力(limited capabilities for receiving transmissi
ons)を有し得、いくつかの場合には、さらに、乏しいカバレージを有するエリア中に（例
えば、建築物の地階中に）あり得る。ＵＥでのＲＳＲＰ測定は、このため補償されて、セ
ル選択において使用するためのセル選択値を与え得る。
【００４７】
　[0056]　例えば、いくつかの展開では、ＭＴＣデバイスが、通常の状態で＋／－７ｄＢ
および極端な状態で最大＋／－１０ｄＢのＲＳＲＰ測定信号対雑音比を有し得る。さらに
、いくつかのＭＴＣデバイスのハードウェア制限、いくつかのＭＴＣデバイスのソフトウ
ェア制限、またはそれらの組合せにより、いくつかのＭＴＣデバイスが比較的低い測定精
度能力を有し得る。このため、そのような例において、ＵＥでのＲＳＲＰ測定値は、有意
義なセルアクセス選択値を与えることにおいて十分正確でないことがある。例えば、比較
的高い信号対雑音比（例えば、０ｄＢ　ＳＮＲ）を有するＲＳＲＰ測定値に関連する確率
密度関数（ＰＤＦ）は、比較的シャープで狭く有し得るが、比較的低いＳＮＲ（例えば、
－１０ｄＢまたは－１５ｄＢ　ＳＮＲ）を有するＲＳＲＰ測定値に関連するＰＤＦは、比
較的低く、広くなり得、従って、異なるＳＮＲについての確率のかなりの重複が存在し得
る。ＲＳＲＱ測定値は同様の特性を有し得る。
【００４８】
　[0057]　初期ネットワークアクセスのためのセル選択がＲＳＲＰ／ＲＳＲＱに基づく場
合、上述のように、比較的低いＳＮＲ測定値が、初期ネットワークアクセスのためのセル
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の不正確な選択を生じ得る。いくつかの例では、セル選択値へのオフセット値のセットが
ＵＥに与えられて、オフセット値のうちの１つが、以下でより詳細に説明するように、Ｒ
ＳＲＰ／ＲＳＲＱ測定値とＵＥ測定精度能力とに基づいて選択されるようにすべきである
。場合によっては、ＵＥが、好適なカバレージ拡張をもつセルが発見されるまでセルへの
アクセスを連続的に試み得るか、サービングセルからネイバーセルについてのカバレージ
拡張情報を受信し得るか、セル再選択測定頻度を調整し得るか、またはそれらの組合せを
し得る。
【００４９】
　[0058]　冗長送信および電力ブースティングを含むカバレージ拡張技法、並びにそのよ
うな技法に基づく関連セル選択は、ＭＴＣデバイスとともに採用され得るが、他のタイプ
のＵＥは、同様に、そのような技法を利用したり、そのような技法からの恩恵を受けたり
し得る。従って、当業者は、説明したカバレージ拡張およびセル選択技法がＭＴＣ使用に
限定されないことを認識するはずである。
【００５０】
　[0059]　図１は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム１００の一例を
示す。ワイヤレス通信システム１００は、基地局１０５と、ＵＥ１１５と、コアネットワ
ーク１３０とを含む。いくつかの例において、ワイヤレス通信システム１００は、ロング
タームエボリューション（ＬＴＥ）／ＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－ａ）ネットワークで
あり得る。
【００５１】
　[0060]　基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してＵＥ１１５とワイ
ヤレス通信し得る。各基地局１０５は、それぞれの地理的カバレージエリア１１０に通信
カバレージを与え得る。ワイヤレス通信システム１００に示されている通信リンク１２５
は、ＵＥ１１５から基地局１０５へのアップリンク（ＵＬ）送信、または基地局１０５か
らＵＥ１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信を含み得る。ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信
システム１００全体にわたって分散され得、各ＵＥ１１５は固定または移動であり得る。
ＵＥ１１５が、移動局、加入者局、リモートユニット、ワイヤレスデバイス、アクセス端
末、ハンドセット、ユーザエージェント、クライアント、または何らかの他の好適な用語
で呼ばれることもある。ＵＥ１１５はまた、セルラーフォン、ワイヤレスモデム、ハンド
ヘルドデバイス、パーソナルコンピュータ、タブレット、パーソナル電子デバイス、ＭＴ
Ｃデバイスなどであり得る。
【００５２】
　[0061]　基地局１０５は、コアネットワーク１３０とおよび互いに通信し得る。例えば
、基地局１０５は、バックホールリンク１３２（例えば、Ｓ１など）を通して、コアネッ
トワーク１３０とインターフェースし得る。基地局１０５は、直接または間接的に（例え
ば、コアネットワーク１３０を通して）のいずれかでバックホールリンク１３４（例えば
、Ｘ２など）を介して互いに通信し得る。基地局１０５は、ＵＥ１１５との通信のための
無線構成およびスケジューリングを行い得るか、または基地局コントローラ（図示せず）
の制御下で動作し得る。いくつかの例では、基地局１０５は、マクロセル、スモールセル
、ホットスポットなどであり得る。基地局１０５はｅノードＢ（ｅＮＢ）１０５と呼ばれ
ることもある。
【００５３】
　[0062]　いくつかの場合には、上述のように、ワイヤレス通信システム１００は、セル
エッジに位置するか、低電力トランシーバを用いて動作するか、あるいは高干渉または経
路損失を経験するＵＥ１１５のための通信リンク１２５の品質を改善するために、カバレ
ージ拡張（ＣＥ）技法を利用し得る。ＣＥ技法は、反復送信、送信時間間隔（ＴＴＩ）バ
ンドリング、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）再送信、物理アップリンク共有チャ
ネル（ＰＵＳＣＨ）ホッピング、ビームフォーミング、電力ブースティング、または他の
技法を含み得る。使用されるＣＥ技法は、異なる状況におけるＵＥ１１５の固有のニーズ
に依存し得る。例えば、ＴＴＩバンドリングは、冗長バージョンを再送信する前に否定応
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答（ＮＡＣＫ）を待つのではなく、連続するＴＴＩのグループ中で、同じ情報の複数のコ
ピーを送ることを伴い得る。これは、ボイスオーバーロングタームエボリューション（Ｖ
ｏＬＴＥ）またはＶＯＩＰ通信に関与するユーザにとって有効であり得る。他の場合には
、ＨＡＲＱ再送信の数も増加され得る。アップリンクデータ送信は、周波数ダイバーシテ
ィを達成するために、周波数ホッピングを使用して送信され得る。特定の方向において信
号の強度を増加させるためにビームフォーミングが使用され得、または送信電力が単に増
加され得る。いくつかの場合には、１つまたは複数のＣＥオプションが組み合わされ得、
本技法が信号を改善することが予想されるデシベル数に基づいて、ＣＥレベルが定義され
得る（例えば、ＣＥなし、５ｄＢ　ＣＥ、１０ｄＢ　ＣＥ、１５ｄＢ　ＣＥなど）。
【００５４】
　[0063]　基地局１０５は、ＵＥ１１５のチャネル推定およびコヒーレント復調を助ける
ために、セル固有基準信号（ＣＲＳ）のような周期パイロットシンボルを挿入し得る。Ｃ
ＲＳは、５０４個の異なるセル識別情報のうちの１つを含み得る。それらは、それらを雑
音および干渉に対して耐性があるようにするために、４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ
）とブーストされた（例えば、周囲のデータ要素よりも６ｄＢ高く送信された）電力とを
使用して変調され得る。ＣＲＳは、受信ＵＥ１１５のアンテナポートまたはレイヤの数（
最高４つ）に基づいて各リソースブロック中の４～１６個のリソース要素中に埋め込まれ
得る。ＵＥ１１５は、初期ネットワークアクセスのためにまたはＵＥ１１５が起動すると
きにセル選択において使用され得るＲＳＲＰまたはＲＳＲＱ測定のために、ＣＲＳを使用
し得る。上述のように、ＣＲＳは、ＣＥ技法を使用するセルからの送信においてバンドル
されないことがあり、従って、ＣＲＳベースのＲＳＲＰ／ＲＳＲＱ測定はＣＥ情報を反映
しない。その結果、低いＲＳＲＰ結果をもつがカバレージ拡張を用いるセルは、わずかに
より高いＲＳＲＰをもつがカバレージ拡張を用いないセルよりも良いことがあるので、Ｒ
ＳＲＰ／ＲＳＲＱベースのセル選択は正しいセルを選択しないことがある。
【００５５】
　[0064]　初期ネットワークアクセスのためのセル選択がＲＳＲＰ／ＲＳＲＱに基づく場
合、上述のように、比較的低いＳＮＲ測定値は、初期ネットワークアクセスのためのセル
の不正確な選択を生じ得る。いくつかの例では、セル選択値へのオフセット値のセットが
ＵＥに与えられるべきであり、オフセット値のうちの１つは、以下でより詳細に説明する
ように、ＲＳＲＰ／ＲＳＲＱ測定値とＵＥ測定精度能力とに基づいて選択される。場合に
よっては、ＵＥが、好適なカバレージ拡張をもつセルが発見されるまでセルへのアクセス
を連続的に試み得るか、サービングセルからネイバーセルについてのカバレージ拡張情報
を受信し得るか、セル再選択測定頻度を調整し得るか、またはそれらの組合せを行い得る
。
【００５６】
　[0065]　図２は、本開示の様々な態様による、ＭＴＣのためのセル選択手順をサポート
するワイヤレス通信サブシステム２００の一例を示す。ワイヤレス通信サブシステム２０
０は、図１を参照しながら説明したＵＥ１１５の基地局１０５の例であり得る、ＵＥ１１
５－ａと、基地局１０５－ａと、基地局１０５－ｂとを含み得る。例えば、図示のように
、ＵＥ１１５－ａはＭＴＣデバイスであり得る。各基地局１０５－ａおよび１０５－ｂは
、それぞれ通信リンク１２５－ａおよび１２５－ｂを介してＵＥ１１５－ａと通信し得る
。通信リンク１２５は、ＲＳＲＰ／ＲＳＲＱを測定するために使用され得るＣＲＳを、そ
れぞれの地理的カバレージエリア１１０－ａおよび１１０－ｂ内のどんなＵＥ１１５－ａ
にも送信し得る。通信リンク１２５－ａは、ＵＥ１１５－ａと基地局１０５－ａとの間の
双方向通信を可能にし得る。
【００５７】
　[0066]　説明したように、各基地局１０５によって送信されるＣＲＳは、セル選択を行
うためにＵＥ１１５－ａが使用し得るＲＳＲＰ／ＲＳＲＱを測定するために、ＵＥ１１５
－ａによって使用され得る。確立されたセル選択技法は、セル選択基準が満たされるかど
うかを決定することと、次いで、セル選択基準を満たすいずれかのセルの利用可能なセル
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を選択することとを含み得る。いくつかの例では、セル選択基準Ｓは以下のときに満たさ
れる。
【００５８】
【数１】

【００５９】
ここで、
【００６０】

【数２】

【００６１】
および
【００６２】
【数３】

【００６３】
ここで、
・　Ｓrxlevは、セル選択ＲＸレベル値（ｄＢ）であり、
・　Ｓqualは、セル選択品質値（ｄＢ）であり、
・　Ｑoffsettempは、セルに一時的に適用されるオフセットであり、
・　Ｑrxlevmeasは、測定されたセルＲＸレベル値（ＲＳＲＰ）であり、
・　Ｑqualmeasは、測定されたセル品質値（ＲＳＲＱ）であり、
・　Ｑrxlevminは、セル（ｄＢｍ）における最小所要ＲＸレベルであり、
・　Ｑqualminは、セル（ｄＢ）における最小所要品質レベルであり、
・　Ｑrxlevminoffsetは、より高い優先度ネットワークについての周期的探索の結果とし
てＳrxlev評価において考慮に入れられる、シグナリングされたＱrxlevminへのオフセッ
トであり、
・　Ｑqualminoffsetは、より高い優先度ネットワークについての周期的探索の結果とし
てＳqual評価において考慮に入れられる、シグナリングされたＱqualminへのオフセット
であり、
・　Ｐｃｏｍｐｅｎｓａｔｉｏｎはｍａｘ（ＰＥＭＡＸ－ＰＰｏｗｅｒＣｌａｓｓ，０）
（ｄＢ）であり、
・　ＰＥＭＡＸは、セルにおいてアップリンク上で送信するときにＵＥが使用し得る最大
ＴＸ電力レベル（ｄＢｍ）であり、
・　ＰＰｏｗｅｒＣｌａｓｓは、ＵＥ電力クラスによるＵＥの最大ＲＦ出力電力である（
ｄＢｍ）。
【００６４】
　[0067]　いくつかの例によれば、上で説明したように、ハードウェア制限、地理的ロケ
ーション、またはそれらの組合せにより、ＵＥ１１５－ａが限られたカバレージを有する
状況では、どのセルも、いくつかの既存の規格において定義されているＳ基準を満たすの
に十分な品質の信号強度を与えない状況があり得る。上で説明したように、ＵＥ１１５と
の信頼できる通信をサポートするのに十分な信号強度または品質を与えるためにセルによ
ってカバレージ拡張が使用され得るが、セルからのＣＲＳ送信は、そのようなカバレージ
拡張を採用しないことがある。そのような場合、いくつかの例によれば、ＵＥ１１５－ａ
は、オフセット：Ｑrxlevminoffset、およびＱqualminoffsetのような、Ｓ基準に適用さ
れるべき異なるオフセットを与えられ得る。
いくつかの例において、オフセットの量は、ＵＥ１１５－ａハードウェア、ＵＥ１１５－
ａソフトウェア、または両方の組合せの関数であり得る、ＵＥ１１５－ａの測定精度能力
に基づいて選択され得る。ＵＥ１１５－ａが比較的高精度能力を有する場合、ＲＳＲＰ／
ＲＳＲＱの測定値はより信用され得、Ｓ基準はその測定値に基づいて満たされる可能性が
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より高いので、より小さいオフセットが与えられ得る。ＵＥ１１５－ａが比較的低い精度
能力を有する場合、Ｓ基準が不合格になる可能性がより低くなるように、より高いオフセ
ットが与えられ得、あまり正確でないＲＳＲＰ／ＲＳＲＱ値がよりバックオフされ得る。
いくつかの例において、異なるオフセット値は仕様で定義されたり、半静的または動的シ
グナリングを通してＵＥ１１５－ａにシグナリングされたりし得る。
【００６５】
　[0068]　他の例において、ＵＥ１１５－ａは、ＲＳＲＰ／ＲＳＲＱレベルに従って基地
局１０５のうちの１つのセルを連続的に選択し、ネットワークアクセスを試み得る。選択
されたセルを使用するネットワークアクセスが失敗した場合、ＵＥ１１５－ａは、ＲＳＲ
Ｐ／ＲＳＲＱレベルに従って次のセルに移動し、再びアクセスを試み得る。いくつかの例
において、基地局１０５は、復号され得るカバレージ拡張レベルと、通信を受信し復号す
るために使用されるカバレージ拡張技法とをシグナリングし得る。カバレージ拡張レベル
のそのようなシグナリングは、２つの例を挙げると、例えば、ＭＴＣ　ＣＥサポートの１
ビット指示を含み得るか、またはカバレージ拡張レベルの２ビット指示を含み得る、物理
ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）中で与えられ得る。さらなるカバレージ拡張情報
が、例えば、システム情報ブロック（ＳＩＢ）のような、他のシグナリング中で送信され
得る。カバレージ拡張を使用して、ＳＩＢが、例えば、ＴＴＩバンドリング技法に従って
繰り返し送信され得る。ＵＥ１１５－ａは、そのような例において、ＲＳＲＰ／ＲＳＲＱ
測定を行い、Ｓ基準を計算し得る。Ｓ基準が満たされた場合、ＵＥ１１５－ａは、確立さ
れた技法に従って、最も高いＲＳＲＰレベルをもつセルを単に選択し得る。Ｓ基準が満た
されない場合、ＵＥ１１５－ａは、高いまたは最も高いＲＳＲＰ／ＲＳＲＱ測定値を有す
る利用可能なセルを選択し得る。選択されたセルがカバレージ拡張を使用している場合、
ＵＥ１１５－ａは、カバレージ拡張の指示を復号し、次いで、バンドリングサポートを用
いてＰＢＣＨおよびＳＩＢを復号することが可能であり得る。選択されたセルがカバレー
ジ拡張を使用してないか、またはカバレージ拡張のレベルが十分高くない場合、ＵＥ１１
５－ａは、ＰＢＣＨまたはＳＩＢを復号することが不可能であり得、ＲＳＲＰ／ＲＳＲＱ
レベルに従って次のセルを使用してネットワークアクセスを再び試み得、このプロセスは
、セルが見つけられるかまたは全てのセルがテストされるまで繰り返され得る。
【００６６】
　[0069]　またさらなる例において、ＵＥ１１５－ａは、ネイバーセルについてのカバレ
ージ拡張情報を含むネイバーセルリストを含み得る情報をサービングセルから受信し得る
。そのような情報は、例えば、セルによって送信されるＳＩＢ中で与えられ得る。ＵＥ１
１５－ａは、アイドルモードを離れてネットワークアクセスを試みているとき、ネイバー
セルについてのカバレージ拡張情報を使用し、調整されたセル選択値を決定するためにこ
の情報をＲＳＲＰ／ＲＳＲＱ測定値と組み合わせ得る。いくつかの例において、ＵＥ１１
５－ａは、確立された技法に従ってＳ基準を決定し、Ｓ基準が満たされるかどうかを決定
し、Ｓ基準が満たされた場合、確立された技法に従ってセルを選択し得る。Ｓ基準が満た
されない場合、ＵＥ１１５－ａは、セルのカバレージ拡張レベルの関数であり得るか、ま
たはセルがカバレージ拡張を使用しない場合は０であり得る、調整されたセル選択値を使
用し得る。ＵＥ１１５－ａは、次いで、例えば、調整されたセル選択値を使用してＳ基準
を満たす最も高いＲＳＲＰ／ＲＳＲＱ値をもつセルを選択し得る。
【００６７】
　[0070]　いくつかの例では、基地局１０５が、ＲＳＲＰ／ＲＳＲＱのより信頼できる測
定値を与えることを試みるために追加の技法を使用し得る。例えば、基地局が、基地局１
０５のカバレージ拡張の関数として増加され得るＣＲＳの基準信号密度を増加させ得（例
えば、追加のＣＲＳトーンを追加し）、このようにして、ＲＳＲＰ／ＲＳＲＱは、カバレ
ージ拡張を使用して基地局１０５との通信のより正確な表現(representation)を与え得る
。他の例では、基地局１０５が、許容可能な測定持続時間を増加させ得（例えば、測定持
続時間が２００ｍｓから２秒まで動くことを可能にし）、これによっても、カバレージ拡
張を使用して基地局１０５との通信のより正確な表現を可能にすることになる。ＵＥ１１
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５－ａは、そのような例において、平均ＲＳＲＰ／ＲＳＲＱ測定値を取るためにサブフレ
ームの数を増加させ得、このようにして、より大きいサンプルサイズは、上で説明したの
と同じ様式でセル選択値を決定するために使用され得る、より代表的なＲＳＲＰ／ＲＳＲ
Ｑ値を与え得る。
【００６８】
　[0071]　ＵＥ１１５－ａが基地局１０５およびサービングセルとの接続を確立すると、
ＵＥ１１５－ａは、セル再選択手順に従って継続的通信のために異なるセルがより好適で
あり得るかどうかを周期的に決定し得る。そのような手順において、ＵＥ１１５－ａは、
より良い品質またはより高い優先度キャリア周波数のセル再選択のために、サービングセ
ル並びにネイバーセルについてＲＳＲＰ／ＲＳＲＱ測定を依然として行い得る。そのよう
なセル再選択手順は、セルとの接続が確立された後のＵＥ１１５－ａ挙動を制御し得る。
セル再選択手順は、ＵＥ１１５－ａが現在のセルと同じ周波数中のセルを再選択する周波
数内再選択と、ＵＥが異なる周波数中のセルに再選択する周波数間再選択とを含む、複数
の異なるモードを含む。再選択は、ＵＥ１１５－ａにシグナリングされる周波数優先度に
基づき得る。いくつかの既存の再選択技法に従って、ＵＥ１１５－ａは、Ｓ基準が満たさ
れないとき、周波数内測定を行い得る。周波数間セル再選択測定に関し、現在の手順は、
ＵＥ１１５－ａがより高い優先度周波数を常に測定し、信号受信レベル／品質が、定義さ
れたしきい値を上回る場合に、同等またはより低い優先度周波数を測定することを省略し
得ることを規定している。
【００６９】
　[0072]　しかしながら、カバレージ拡張技法が使用されている場合、Ｓ基準および信号
レベル／品質しきい値が満たされ得ないが、カバレージ拡張が、ＵＥ１１５－ａと基地局
１０５との間の成功裏の通信を可能にしている、という可能性がより高くなり得る。この
ため、本開示のいくつかの態様によれば、ＵＥ１１５－ａは、電力を節約するためにセル
再選択測定の数を低減するが、より好適なセルに移動するための機会を有するために依然
として測定値を取り得る。いくつかの例によれば、周波数内測定に関し、カバレージ拡張
が使用されていない場合、既存の手順が適用され得、カバレージ拡張が使用されている場
合、ＵＥ１１５－ａは、セル再選択のために取られる測定値の数を低減し得る。例えば、
ＵＥ１１５－ａは、カバレージ拡張レベル上のオフセットベースを与えるためにセルのた
めのＳ基準を修正すること、セルによってシグナリングされたセルについての更新された
Ｓ基準を受信すること、Ｓ基準が満たされないときに周波数内測定を何回行うすべきかを
制御するためにタイマーを開始すること、またはそれらの組合せを通して、測定を低減し
得る。いくつかの例において、周波数間測定に関し、ＵＥ１１５－ａがカバレージ拡張技
法を使用していないとき、ＵＥ１１５－ａは、既存の技法に従って他の周波数を測定し得
る。ＵＥ１１５－ａが、より高い優先度周波数について、カバレージ拡張技法を使用して
いる場合、ＵＥ１１５－ａは、タイマーに基づいてか、構成されたサービングセル品質し
きい値に基づいてか、またはこれらの組合せに基づいて測定を行い得る。同等またはより
低い優先度周波数について、ＵＥ１１５－ａは、より低い優先度周波数を単に考慮しない
か、タイマーに基づいて測定を行うか、あるいはカバレージ拡張を考慮するためのオフセ
ット（例えば、基地局によってシグナリングされるかまたはＵＥ測定に基づくオフセット
）をＳ基準に適用し得る。そのような様式で、セル再選択は、ＵＥ１１５－ａが異なるセ
ルに移動するための機会を与えるためだけでなく、既存の技法に従って取られる測定値の
量を低減することを通して電力を節約するためにも、修正された様式で行われ得る。
【００７０】
　[0073]　図３は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム内の通信を示す
コールフロー図３００を示す。コールフロー図３００は、図１または図２のシステム１０
０または２００内で採用されたもののような、本開示の様々な態様によるＭＴＣのための
セル選択手順を示し得る。コールフロー図３００は、図１または図２のＵＥ１１５および
基地局１０５の例であり得る、ＵＥ１１５－ｂと、基地局１０５－ｃと、基地局１０５－
ｄとを含む。ＵＥ１１５－ｂはＭＴＣデバイスであり得、ＵＥ１１５－ｂと、基地局１０
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５－ｃまたは基地局１０５－ｄのうちの１つまたは複数とは、カバレージ拡張技法を採用
し得る。コールフロー図３００は、ＵＥ１１５－ｂがＲＲＣアイドルモードからＲＲＣ接
続モードに遷移している状況のような、ネットワークアクセスのためのセル選択手順の一
例であり得る。
【００７１】
　[0074]　ＵＥ１１５－ｂは、基地局１０５－ｄから１次同期信号（ＰＳＳ）と、２次同
期信号（ＳＳＳ）と、ＣＲＳ信号３０５とを受信し得、基地局１０５－ｃからＰＳＳ／Ｓ
ＳＳ／ＣＲＳ３１０を受信し得る。ブロック３１５で、ＵＥ１１５－ｂは、受信信号の信
号パラメータを測定し、セル選択値に適用されるべきオフセット（例えば、セルのための
Ｓ基準に適用されるべきオフセット）を決定し得る。測定された信号パラメータとオフセ
ットとに基づいて、ＵＥ１１５－ｂは、基地局１０５－ｃと基地局１０５－ｄとの各々に
ついてのセル選択値を決定し得る。ＵＥ１１５－ｂは、セルについてのセル選択値に基づ
いて、ワイヤレス通信ネットワークへのアクセスを試みるためのセルを選択し得る。図３
の例において、ＵＥ１１５－ｂは、基地局１０５－ｃを選択し、基地局１０５－ｃからの
ＰＢＣＨ送信３２０について監視する。ステップ３２５で、ＵＥ１１５－ｂは、もしあれ
ば、受信されたＰＢＣＨを復号し、基地局１０５－ｃのカバレージ拡張モードを決定する
ことを試みる。ＵＥ１１５－ｂがＰＢＣＨを成功裏に復号することが可能である場合、Ｕ
Ｅ１１５－ｂは、基地局１０５－ｃを使用してネットワークアクセスを試み得、アクセス
要求３３０を送信し得、その時点(point)で、基地局１０５－ｃはアクセス応答３３５を
送信し得、ＵＥ１１５－ｂは初期アップリンク送信３４０を送信し得る。
【００７２】
　[0075]　上述のように、いくつかの例において、セル選択値に適用されるべきオフセッ
トは、ＵＥ１１５－ｂのハードウェア能力、ＵＥ１１５－ｂのソフトウェア能力、または
それらの組合せに基づき得る、ＵＥ１１５－ｂの測定精度能力に基づいて識別され得る。
いくつかの例において、オフセットは、ＵＥ１１５－ｂの測定精度能力に少なくとも一部
基づく予め定義されたオフセット値であり得る。いくつかの例において、オフセットはＵ
Ｅ１１５－ｂにシグナリングされる。いくつかの他の例において、オフセットは、様々な
測定精度能力に関連する複数の利用可能なオフセット値から選択され得る。いくつかの例
において、オフセットは、ＵＥ１１５－ｂの測定精度能力がしきい値を満たすかまたは超
えるとき、第１のオフセット値になるように決定され、ＵＥ１１５－ｂの測定精度能力が
しきい値よりも小さいとき、第２のオフセット値になるように決定され、第１のオフセッ
ト値は第２のオフセット値よりも小さい。
【００７３】
　[0076]　上述のように、いくつかの例では、ネットワークアクセスのためのセル選択を
行うとき、ＵＥが様々なセルからの信号を復号することを連続的に試み得る。図４は、本
開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム内の通信を示すコールフロー図４００
を示す。コールフロー図４００は、図１または図２のシステム１００または２００内で採
用されたもののような、本開示の様々な態様によるＭＴＣのためのセル選択手順を示し得
る。コールフロー図４００は、図１または図２のＵＥ１１５および基地局１０５の例であ
り得る、ＵＥ１１５－ｃと、基地局１０５－ｅと、基地局１０５－ｆとを含む。ＵＥ１１
５－ｃはＭＴＣデバイスであり得、ＵＥ１１５－ｃと、基地局１０５－ｅまたは基地局１
０５－ｆのうちの１つまたは複数とは、カバレージ拡張技法を採用し得る。コールフロー
図４００は、ＵＥ１１５－ｃがＲＲＣアイドルモードからＲＲＣ接続モードに遷移してい
る状況のような、ネットワークアクセスのためのセル選択手順の一例であり得る。
【００７４】
　[0077]　ＵＥ１１５－ｃは、基地局１０５－ｆからＰＳＳ／ＳＳＳ／ＣＲＳ信号４０５
を受信し得、基地局１０５－ｅからＰＳＳ／ＳＳＳ／ＣＲＳ４１０を受信し得る。ブロッ
ク４１５で、ＵＥ１１５－ｃは、セル選択値（例えば、セルのためのＳ基準）の決定のた
めに受信信号の信号パラメータ（例えば、ＲＳＲＰ／ＲＳＲＱ）を測定し得る。測定され
た信号パラメータに基づいて、ＵＥ１１５－ｃは、基地局１０５－ｅと基地局１０５－ｆ
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との各々についてのセル選択値を決定し得る。ＵＥ１１５－ｃは、セル選択値、測定され
た信号パラメータ、またはそれらの組合せに基づいて、ワイヤレス通信ネットワークへの
アクセスを試みるためのセルを選択し得る。図４の例において、ＵＥ１１５－ｃは、基地
局１０５－ｅを選択し、基地局１０５－ｅからのＰＢＣＨ送信４２０について監視する。
ステップ４２５で、ＵＥ１１５－ｃは、受信されたＰＢＣＨを復号することを試み、ＰＢ
ＣＨを復号することに不成功(unsuccessful)である。例えば、基地局１０５－ｅがカバレ
ージ拡張技法を使用して動作していないことがあり、従って、基地局１０５－ｅの測定さ
れたＲＳＲＰ／ＲＳＲＱ値が、基地局１０５－ｆの測定されたＲＳＲＰ／ＲＳＲＱ値より
も高くなり得るが、基地局１０５－ｆは、カバレージ拡張と、ゆえにより良い通信とを提
供し得る。ＵＥ１１５－ｃは、次いで、ネットワークアクセスを試みるために基地局１０
５－ｆを連続的に選択し得、基地局１０５－ｆからＰＢＣＨ送信４３０を受信し得る。ブ
ロック４３５で、ＵＥ１１５－ｃは、ＰＢＣＨを復号し、基地局１０５－ｆ送信のための
カバレージ拡張モードを決定し得る。ＵＥ１１５－ｃがＰＢＣＨを成功裏に復号すること
が可能である場合、ＵＥ１１５－ｃは、基地局１０５－ｅを使用してネットワークアクセ
スを試み得、アクセス要求４４０を送信し得、その時点で、基地局１０５－ｅはアクセス
応答４４５を送信し得、ＵＥ１１５－ｃは初期アップリンク送信４５０を送信し得る。
【００７５】
　[0078]　いくつかの例において、ＵＥ１１５－ｃは、各基地局１０５のセル選択パラメ
ータがセル選択のしきい値よりも小さくなり得ると決定し得、選択される初期セルは、最
も高いＲＳＲＰ／ＲＳＲＱ値を有するセルに基づき得る。ＵＥ１１５－ｃは、予め定義さ
れた基準に従ってワイヤレス通信ネットワークへのアクセスを試みるために２つ以上のセ
ルのうちの残りのセルを選択することを続け得る。いくつかの例において、ＵＥ１１５－
ｃは、残りのセルを選択することを続け、ＰＢＣＨが成功裏に復号されるまでまたは全て
の利用可能なセルが試みられるまで、各セルのＰＢＣＨを復号することを試み得る。いく
つかの例において、ブロードキャストチャネル送信を復号することを試みる際に、ＵＥ１
１５－ｃは、カバレージ拡張またはカバレージ拡張のレベルを示すＰＢＣＨまたはＳＩＢ
中の１つまたは複数のビットを復号するようなことを通して、セルがカバレージ拡張を有
すると決定し得る。カバレージ拡張が存在すると決定された場合、ＵＥ１１５－ｃは、そ
の決定に基づいて、バンドリングサポートとともにＰＢＣＨ送信を復号することを試み得
る。
【００７６】
　[0079]　上述のように、いくつかの例では、セル選択のために使用され得る近隣セルに
よって使用されているカバレージ拡張技法を示すシグナリングが与えられ得る。図５は、
本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム内の通信を示すコールフロー図５０
０を示す。コールフロー図５００は、図１または図２のシステム１００または２００内で
採用されたもののような、本開示の様々な態様によるＭＴＣのためのセル選択手順を示し
得る。コールフロー図５００は、図１または図２のＵＥ１１５および基地局１０５の例で
あり得る、ＵＥ１１５－ｄと、基地局１０５－ｇと、基地局１０５－ｈとを含む。ＵＥ１
１５－ｄはＭＴＣデバイスであり得、ＵＥ１１５－ｄと、基地局１０５－ｇまたは基地局
１０５－ｈのうちの１つまたは複数とは、カバレージ拡張技法を採用し得る。コールフロ
ー図５００は、ＵＥ１１５－ｄがＲＲＣアイドルモードからＲＲＣ接続モードに遷移して
いる状況のような、ネットワークアクセスのためのセル選択手順の一例であり得る。
【００７７】
　[0080]　ＵＥ１１５－ｄは、この例では、基地局１０５－ｇとの確立された接続５０５
を有し得る。基地局１０５－ｇは、ブロック５１０に示されるように、近隣セルのような
、１つまたは複数のセルによって使用されるカバレージ拡張技法を決定し得、ネイバーセ
ルリストにカバレージ拡張情報を追加し得る。基地局１０５－ｇは、ネイバーセルリスト
とカバレージ拡張とを示す信号５１５を送信し得る。ブロック５２０で、ＵＥ１１５－ｄ
と基地局１０５－ｇとの間の接続は終了される（例えば、ＵＥ１１５－ｄがアイドルモー
ドに入る）。ＵＥ１１５－ｄがアイドルモードを出たとき、ＵＥ１１５－ｄは、基地局１
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０５－ｈからＰＳＳ／ＳＳＳ／ＣＲＳ信号５２５を受信し得、基地局１０５－ｇからＰＳ
Ｓ／ＳＳＳ／ＣＲＳ５３０を受信し得る。
【００７８】
　[0081]　ブロック５３５で、ＵＥ１１５－ｄは、セル選択値（例えば、セルのためのＳ
基準）の決定のために、受信信号の信号パラメータ（例えば、ＲＳＲＰ／ＲＳＲＱ）を測
定し、セルのシグナリングされたカバレージ拡張技法に基づいてセルのオフセットを決定
し得る。測定された信号パラメータに基づいて、ＵＥ１１５－ｄは、基地局１０５－ｇと
基地局１０５－ｈとの各々についてのセル選択値を決定し得る。ＵＥ１１５－ｄは、セル
選択値、測定された信号パラメータ、またはそれらの組合せに基づいて、ワイヤレス通信
ネットワークへのアクセスを試みるためのセルを選択し得る。図５の例において、ＵＥ１
１５－ｄは、基地局１０５－ｇを選択し、基地局１０５－ｇからのＰＢＣＨ送信５４０に
ついて監視する。ステップ５４５で、ＵＥ１１５－ｄは、受信されたＰＢＣＨを復号する
ことを試みる。ＵＥ１１５－ｄがＰＢＣＨを成功裏に復号することが可能である場合、Ｕ
Ｅ１１５－ｄは、基地局１０５－ｇを使用してネットワークアクセスを試み得、アクセス
要求５５０を送信し得、その時点で、基地局１０５－ｇはアクセス応答５５５を送信し得
、ＵＥ１１５－ｄは初期アップリンク送信５６０を送信し得る。
【００７９】
　[0082]　ＵＥ１１５－ｄは、いくつかの例において、組み合されたカバレージ拡張と受
信された電力情報とを含むセル選択パラメータに基づいてネットワークアクセスのための
セルを選択し得る。いくつかの例において、組み合わせることは、それぞれの近隣セルの
カバレージ拡張レベルに少なくとも一部基づいて、近隣セルについてのセル選択値に適用
するＵＥ１１５－ｄのためのオフセットを決定することを含み得る。いくつかの例におい
て、セル選択パラメータは、ＲＳＲＰ測定値またはＲＳＲＱ測定値のうちの１つまたは複
数に少なくとも一部基づく。いくつかの例において、ネットワークアクセスのためのセル
を選択することは、利用可能な候補セルのためのセル選択パラメータがセル選択のしきい
値よりも小さいと決定することと、候補セルのうちの１つを選択することと、例えば、降
順のＲＳＲＰ／ＲＳＲＱ値に従うような、予め定義された基準に従ってネットワークアク
セスのための追加のセルを選択することを続けることとを含み得る。ＵＥ１１５－ｄがＰ
ＢＣＨを成功裏に復号することが可能でない場合、ワイヤレス通信ネットワークへのアク
セスのために近隣の基地局１０５－ｈが選択され得る。
【００８０】
　[0083]　上述のように、いくつかの例では、セル選択のために使用され得る近隣セルに
よって使用されているカバレージ拡張技法を示すシグナリングが与えられ得る。図６は、
本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム内の通信を示すコールフロー図６０
０を示す。コールフロー図６００は、図１または図２のシステム１００または２００内で
採用されたもののような、本開示の様々な態様によるＭＴＣのためのセル再選択手順を示
し得る。コールフロー図６００は、図１または図２のＵＥ１１５および基地局１０５の例
であり得る、ＵＥ１１５－ｅと、基地局１０５－ｉと、基地局１０５－ｊとを含む。ＵＥ
１１５－ｅはＭＴＣデバイスであり得、ＵＥ１１５－ｅと、基地局１０５－ｉまたは基地
局１０５－ｊのうちの１つまたは複数とは、カバレージ拡張技法を採用し得る。コールフ
ロー図６００は、ＵＥ１１５－ｅがＲＲＣアイドルモードからＲＲＣ接続モードに遷移し
ている状況のような、ネットワークアクセスのためのセル選択手順の一例であり得る。
【００８１】
　[0084]　ＵＥ１１５－ｅは、基地局１０５－ｉから１次同期信号（ＰＳＳ）と、２次同
期信号（ＳＳＳ）と、ＣＲＳ信号６０５とを受信し得、基地局１０５－ｊからＰＳＳ／Ｓ
ＳＳ／ＣＲＳ６１０を受信し得る。ブロック６１５で、ＵＥ１１５－ｅは、受信信号の信
号パラメータを測定し、セル選択値に適用されるべきオフセット（例えば、セルのための
Ｓ基準に適用されるべきオフセット）を決定し得る。測定された信号パラメータとオフセ
ットとに基づいて、ＵＥ１１５－ｅは、基地局１０５－ｉと基地局１０５－ｊとの各々に
ついてのセル選択値を決定し得る。ＵＥ１１５－ｅは、セルについてのセル選択値に基づ
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いて、ワイヤレス通信ネットワークへのアクセスを試みるためのセルを選択し得る。図６
の例において、ＵＥ１１５－ｅは、基地局１０５－ｉを選択し、基地局１０５－ｉからの
ＰＢＣＨ送信６２０について監視する。ステップ６２５で、ＵＥ１１５－ｅは、もしあれ
ば、受信されたＰＢＣＨを復号し、基地局１０５－ｉのカバレージ拡張モードを決定する
ことを試みる。ＵＥ１１５－ｅがＰＢＣＨを成功裏に復号することが可能である場合、Ｕ
Ｅ１１５－ｅは、基地局１０５－ｉを使用してネットワークアクセスを試み得、アクセス
要求６３０を送信し得、その時点で、基地局１０５－ｉはアクセス応答６３５を送信し得
、ＵＥ１１５－ｅは初期アップリンク送信６４０を送信し得る。ブロック６４５で、ＵＥ
１１５－ｅは、より良いセルが通信のために利用可能であるかどうかを決定するためにセ
ル再選択技法を行い得る。上で説明したように、様々な例において、ＵＥ１１５－ｅは、
基地局１０５－ｉのカバレージ拡張技法の使用に基づいて１つまたは複数の他のセルの測
定の頻度を低減し得る。
【００８２】
　[0085]　図７は、本開示の様々な態様による、ＭＴＣのためのセル選択手順のために構
成されたワイヤレスデバイス７００の図を示す。ワイヤレスデバイス７００は、図１～図
６を参照しながら説明したＵＥ１１５の態様の一例であり得る。ワイヤレスデバイス７０
０は、受信機７０５、カバレージ拡張モジュール７１０、または送信機７１５を含み得る
。ワイヤレスデバイス７００はまた、プロセッサを含み得る。これらの構成要素の各々は
互いに通信していることがある。
【００８３】
　[0086]　受信機７０５は、パケット、ユーザデータ、または様々な情報チャネルに関連
する制御情報（例えば、制御チャネル、データチャネル、およびＭＴＣのためのセル選択
手順に関係する情報など）のような情報を受信し得る。情報は、カバレージ拡張モジュー
ル７１０に、およびワイヤレスデバイス７００の他の構成要素に受け渡され得る。
【００８４】
　[0087]　カバレージ拡張モジュール７１０は、デバイスの測定精度能力を識別し、デバ
イスの測定精度能力に少なくとも一部基づいてセル選択値に適用するオフセットを決定し
、セルから受信された信号の１つまたは複数の信号パラメータを測定し、１つまたは複数
の信号パラメータとオフセットとに少なくとも一部基づいてセルについてのセル選択値を
決定し得る。
【００８５】
　[0088]　送信機７１５は、ワイヤレスデバイス７００の他の構成要素から受信された信
号を送信し得る。いくつかの例において、送信機７１５は、トランシーバモジュールにお
いて受信機７０５とコロケートされ得る。送信機７１５は単一のアンテナを含み得るか、
または送信機７１５は複数のアンテナを含み得る。
【００８６】
　[0089]　図８は、本開示の様々な態様による、ＭＴＣのためのセル選択手順のためのワ
イヤレスデバイス８００の図を示す。ワイヤレスデバイス８００は、図１～図７を参照し
ながら説明したワイヤレスデバイス７００またはＵＥ１１５の態様の一例であり得る。ワ
イヤレスデバイス８００は、受信機７０５－ａ、カバレージ拡張モジュール７１０－ａ、
または送信機７１５－ａを含み得る。ワイヤレスデバイス８００はまた、プロセッサを含
み得る。これらの構成要素の各々は互いに通信していることがある。カバレージ拡張モジ
ュール７１０－ａはまた、測定精度能力決定モジュール８０５と、オフセット決定モジュ
ール８１０と、信号パラメータ測定モジュール８１５と、セル選択値決定モジュール８２
０とを含み得る。
【００８７】
　[0090]　受信機７０５－ａは、カバレージ拡張モジュール７１０－ａに、およびワイヤ
レスデバイス８００の他の構成要素に受け渡され得る情報を受信し得る。カバレージ拡張
モジュール７１０－ａは、図７を参照しながら説明した動作を行い得る。送信機７１５－
ａは、ワイヤレスデバイス８００の他の構成要素から受信された信号を送信し得る。
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【００８８】
　[0091]　測定精度能力決定モジュール８０５は、図２～図６を参照しながら説明したよ
うに、ＵＥの測定精度能力を識別し得る。いくつかの例において、ＵＥの測定精度能力は
、ＵＥのハードウェアまたはソフトウェア能力に少なくとも一部基づいて決定され得る。
【００８９】
　[0092]　オフセット決定モジュール８１０は、図２～図６を参照しながら説明したよう
に、ＵＥの測定精度能力に少なくとも一部基づいてセル選択値に適用するオフセットを決
定し得る。いくつかの例において、オフセットは、ＵＥの測定精度能力に少なくとも一部
基づく予め定義されたオフセット値であり得る。いくつかの例において、オフセットは、
セルによってＵＥにシグナリングされ得る。いくつかの例において、オフセットは、様々
な測定精度能力に関連する複数の利用可能なオフセット値から選択され得る。いくつかの
例において、オフセットは、ＵＥの測定精度能力がしきい値を満たすかまたは超えるとき
、第１のオフセット値になるように決定され得、ＵＥの測定精度能力がしきい値よりも小
さくなり得るとき、第２のオフセット値になるように決定され得、ここにおいて、第１の
オフセット値は第２のオフセット値よりも小さくなり得る。
【００９０】
　[0093]　信号パラメータ測定モジュール８１５は、図２～図６を参照しながら説明した
ように、セルから受信された信号の１つまたは複数の信号パラメータを測定し得る。信号
パラメータ測定モジュール８１５はまた、２つ以上のセルから受信された信号の１つまた
は複数の信号パラメータを測定し得る。
【００９１】
　[0094]　セル選択値決定モジュール８２０は、図２～図６を参照しながら説明したよう
に、１つまたは複数の信号パラメータとオフセットとに少なくとも一部基づいてセルにつ
いてのセル選択値を決定し得る。セル選択値決定モジュール８２０はまた、他のセルの１
つまたは複数の他の測定された信号パラメータとオフセットとに少なくとも一部基づいて
、１つまたは複数の他のセルについての１つまたは複数の他のセル選択値を決定し得る。
いくつかの例において、セル選択値は、ＲＳＲＰ測定値またはＲＳＲＱ測定値のうちの１
つまたは複数に少なくとも一部基づき得る。セル選択値決定モジュール８２０はまた、２
つ以上のセルのためのセル選択パラメータがセル選択のしきい値よりも小さいと決定し得
る。いくつかの例において、セル選択パラメータは、２つ以上のセルについてのＲＳＲＰ
測定値またはＲＳＲＱ測定値のうちの１つまたは複数に少なくとも一部基づいて決定され
得る。セル選択値決定モジュール８２０はまた、２つ以上のセルのカバレージ拡張レベル
の指示を受信し得る。セル選択値決定モジュール８２０はまた、カバレージ拡張レベルを
１つまたは複数の近隣セルについての受信電力情報と組み合わせ得る。いくつかの例にお
いて、組み合わせることは、１つまたは複数の近隣セルのカバレージ拡張レベルに少なく
とも一部基づいて１つまたは複数の近隣セルについてのセル選択値に適用するオフセット
を決定することをさらに備える。いくつかの例において、セル選択パラメータは、ＲＳＲ
Ｐ測定値またはＲＳＲＱ測定値のうちの１つまたは複数に少なくとも一部基づき得る。
【００９２】
　[0095]　図９は、本開示の様々な態様による、ＭＴＣのためのセル選択手順のためのワ
イヤレスデバイス７００またはワイヤレスデバイス８００の構成要素であり得るカバレー
ジ拡張モジュール７１０－ｂの図９００を示す。カバレージ拡張モジュール７１０－ｂは
、図７～図８を参照しながら説明したカバレージ拡張モジュール７１０の態様の一例であ
り得る。カバレージ拡張モジュール７１０－ｂは、測定精度能力決定モジュール８０５－
ａと、オフセット決定モジュール８１０－ａと、信号パラメータ測定モジュール８１５－
ａと、セル選択値決定モジュール８２０－ａとを含み得る。これらモジュールの各々は、
図８を参照しながら説明した機能を行い得る。カバレージ拡張モジュール７１０－ｂはま
た、セル選択モジュール９０５とチャネル復号モジュール９１０とを含み得る。
【００９３】
　[0096]　セル選択モジュール９０５は、図２～図６を参照しながら説明したように、セ
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ルについてのセル選択値に少なくとも一部基づいてワイヤレス通信ネットワークへのアク
セスを試みるためのセルを選択し得る。セル選択モジュール９０５はまた、セル選択パラ
メータに少なくとも一部基づいてワイヤレス通信ネットワークへのアクセスを試みるため
に２つ以上のセルのうちの第１のセルを選択し得る。セル選択モジュール９０５はまた、
予め定義された基準に従ってワイヤレス通信ネットワークへのアクセスを試みるために２
つ以上のセルのうちの残りのセルを選択することを続け得る。いくつかの例において、残
りのセルを選択することを続けることは、第１のセルのブロードキャストチャネル送信を
復号することを試みることを備える。セル選択モジュール９０５はまた、第１のセルのブ
ロードキャストチャネル送信を復号することを不成功裏に試みることに少なくとも一部基
づいて、ワイヤレス通信ネットワークへのアクセスを試みるために２つ以上のセルのうち
の第２のセルを選択し得る。セル選択モジュール９０５はまた、２つ以上のセルの受信電
力レベルに少なくとも一部基づいてアクセスを試みるために２つ以上のセルを選択するた
めの順序を決定し得、ここにおいて、２つ以上のセルのためのセル選択パラメータは受信
電力レベルを備える。いくつかの例において、２つ以上のセルのうちの第１のセルを選択
することは、第１のセルのＲＳＲＰまたはＲＳＲＱ値のうちの１つまたは複数が第２のセ
ルの対応するＲＳＲＰまたはＲＳＲＱ値を超えると決定することを備える。セル選択モジ
ュール９０５はまた、組み合されたカバレージ拡張と受信電力情報とを備えるセル選択パ
ラメータに少なくとも一部基づいてネットワークアクセスのためのセルを選択し得る。い
くつかの例において、ネットワークアクセスのためのセルを選択することは、候補セルの
ためのセル選択パラメータがセル選択のしきい値よりも小さくなり得ると決定することを
備える。いくつかの例において、ネットワークアクセスのためのセルを選択することは、
予め定義された基準に従ってネットワークアクセスのための追加のセルを選択することを
続けることを備える。いくつかの例において、追加のセルを選択することを続けることは
、セルのブロードキャストチャネル送信を復号することを試みることを備える。セル選択
モジュール９０５はまた、セルのブロードキャストチャネル送信を復号することを不成功
裏に試みることに少なくとも一部基づいて、ワイヤレス通信ネットワークへのアクセスの
ために近隣セルのうちの第２のセルを選択し得る。セル選択モジュール９０５はまた、ワ
イヤレス通信ネットワークにおいて第１のセルとの接続を確立し得る。
【００９４】
　[0097]　チャネル復号モジュール９１０は、図２～図６を参照しながら説明したように
、第１のセルのブロードキャストチャネル送信を復号することを試みることが、第１のセ
ルのＰＢＣＨおよびＳＩＢを復号することを試みることを含み得るように構成され得る。
いくつかの例において、ブロードキャストチャネル送信を復号することを試みることは、
第１のセルがカバレージ拡張を有すると決定することを備える。チャネル復号モジュール
９１０はまた、上記決定に少なくとも一部基づいてバンドリングサポートとともに第１の
セルのブロードキャストチャネル送信を復号することを試み得る。チャネル復号モジュー
ル９１０はまた、近隣セルのうちの１つまたは複数の基準信号密度が、関連する近隣セル
のカバレージ拡張に少なくとも一部基づいて調整されると決定し得る。チャネル復号モジ
ュール９１０はまた、基準信号密度に少なくとも一部基づいて基準信号に関連する測定持
続時間を調整し得る。いくつかの例において、基準信号密度は、カバレージ拡張の関数と
して増加され得る。いくつかの例において、基準信号に関連する測定持続時間はカバレー
ジ拡張の関数として増加され得る。チャネル復号モジュール９１０はまた、第１のセルあ
るいは１つまたは複数の他のセルのうちの１つまたは複数のカバレージ拡張技法の使用に
少なくとも一部基づいて前記１つまたは複数の他のセルの測定の頻度を低減し得る。オフ
セット決定モジュール８１０－ａは、いくつかの例において、図２～図６を参照しながら
説明したように、ネイバーセルのリストについてのカバレージ拡張レベルを示すシグナリ
ングを受信し得る。
【００９５】
　[0098]　図１０は、本開示の様々な態様による、ＭＴＣのためのセル選択手順のために
構成されたＵＥ１１５を含むシステム１０００の図を示す。システム１０００は、図１、
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図２、および図７～図９を参照しながら説明したワイヤレスデバイス７００、ワイヤレス
デバイス８００、またはＵＥ１１５の一例であり得る、ＵＥ１１５－ｆを含み得る。ＵＥ
１１５－ｆは、図７～図９を参照しながら説明したカバレージ拡張モジュール７１０の一
例であり得る、カバレージ拡張モジュール１０１０を含み得る。ＵＥ１１５－ｆはまた、
ＭＴＣ動作を管理し得るＭＴＣモジュール１０２５を含み得る。ＵＥ１１５－ｆはまた、
通信を送信するための構成要素と通信を受信するための構成要素とを含む、双方向音声お
よびデータ通信のための構成要素を含み得る。例えば、ＵＥ１１５－ｆは、基地局１０５
－ｋまたはＵＥ１１５－ｇと双方向に通信し得る。
【００９６】
　[0099]　ＵＥ１１５－ｆは、プロセッサ１００５と、メモリ１０１５（ソフトウェア（
ＳＷ）を含む）１０２０と、トランシーバ１０３５と、１つまたは複数のアンテナ１０４
０とを含み得、それらの各々は、（例えば、バス１０４５を介して）互いに直接的または
間接的に通信し得る。トランシーバ１０３５は、上で説明したように、アンテナ１０４０
またはワイヤードリンクもしくはワイヤレスリンクを介して、１つまたは複数のネットワ
ークと双方向に通信し得る。例えば、トランシーバ１０３５は、基地局１０５または別の
ＵＥ１１５と双方向に通信し得る。トランシーバ１０３５は、パケットを変調し、変調さ
れたパケットを送信のために（１つまたは複数の）アンテナ１０４０に与え、（１つまた
は複数の）アンテナ１０４０から受信されたパケットを復調するためのモデムを含み得る
。ＵＥ１１５－ｆは単一のアンテナ１０４０を含み得るが、ＵＥ１１５－ｆは、複数のワ
イヤレス送信を同時に送信または受信することが可能な複数のアンテナ１０４０をも有し
得る。
【００９７】
　[0100]　メモリ１０１５は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）と、読取り専用メモリ
（ＲＯＭ）とを含み得る。メモリ１０１５は、実行されたとき、本明細書で説明する様々
な機能（例えば、ＭＴＣのためのセル選択手順など）を行うことをプロセッサ１００５に
させる命令を含むコンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェア／ファームウェ
アコード１０２０を記憶し得る。代替的に、ソフトウェア／ファームウェアコード１０２
０は、プロセッサ１００５によって直接的に実行可能でないことがあるが、（例えば、コ
ンパイルされ実行されたとき）本明細書で説明する機能を行うことをコンピュータにさせ
得る。プロセッサ１００５は、インテリジェントハードウェアデバイス、（例えば、中央
処理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）な
ど）を含み得る
　[0101]　図１１は、本開示の様々な態様による、ＭＴＣのためのセル選択手順のために
構成された基地局１０５を含むシステム１１００の図を示す。システム１１００は、図１
～図１０を参照しながら説明した基地局１０５の一例であり得る、基地局１０５－ｌを含
み得る。基地局１０５－ｌは、図１～図１０を参照しながら上で説明したような基地局カ
バレージ拡張を行い得る、基地局カバレージ拡張モジュール１１１０を含み得る。基地局
１０５－ｌはまた、通信を送信するための構成要素と通信を受信するための構成要素とを
含む、双方向音声およびデータ通信のための構成要素を含み得る。例えば、基地局１０５
－ｌは、ＵＥ１１５－ｈまたはＵＥ１１５－ｉと双方向に通信し得る。
【００９８】
　[0102]　場合により、基地局１０５－ｌは、１つまたは複数のワイヤードバックホール
リンクを有し得る。基地局１０５－ｌは、コアネットワーク１３０へのワイヤードバック
ホールリンク（例えば、Ｓ１インターフェースなど）を有し得る。基地局１０５－ｌはま
た、基地局間バックホールリンク（例えば、Ｘ２インターフェース）を介して、基地局１
０５－ｍおよび基地局１０５－ｎのような他の基地局１０５と通信し得る。基地局１０５
の各々は、同じまたは異なるワイヤレス通信技術を使用してＵＥ１１５と通信し得る。場
合により、基地局１０５－ｌは、基地局通信モジュール１１２５を利用して、１０５－ｍ
または１０５－ｎのような他の基地局と通信し得る。いくつかの例において、基地局通信
モジュール１１２５は、基地局１０５のうちのいくつかの間の通信を行うために、ＬＴＥ
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）／ＬＴＥ－Ａワイヤレス通信ネットワーク技術内のＸ２インターフェースを与え得る。
いくつかの例において、基地局１０５－ｌは、コアネットワーク１３０を通して他の基地
局と通信し得る。場合により、基地局１０５－ｌは、ネットワーク通信モジュール１１３
０を介してコアネットワーク１３０と通信し得る。
【００９９】
　[0103]　基地局１０５－ｌは、プロセッサ１１０５と、メモリ１１１５（ソフトウェア
（ＳＷ）１１２０を含む）と、トランシーバ１１３５と、アンテナ１１４０とを含み得、
それらの各々は、直接または間接的に（例えば、バスシステム１１４５を介して）互いに
通信していることがある。トランシーバ１１３５は、（１つまたは複数の）アンテナ１１
４０を介して、マルチモードデバイスであり得るＵＥ１１５と双方向に通信するように構
成され得る。トランシーバ１１３５（または基地局１０５－ｌの他の構成要素）はまた、
アンテナ１１４０を介して、１つまたは複数の他の基地局（図示せず）と双方向に通信す
るように構成され得る。トランシーバ１１３５は、パケットを変調し、変調されたパケッ
トを送信用にアンテナ１１４０に供給し、アンテナ１１４０から受信されたパケットを復
調するように構成されたモデムを含み得る。基地局１０５－ｌは、１つまたは複数の関連
するアンテナ１１４０を各々もつ複数のトランシーバ１１３５を含み得る。トランシーバ
は、図７の受信機７０５と送信機７１５との組合せの一例であり得る。
【０１００】
　[0104]　メモリ１１１５はＲＡＭとＲＯＭとを含み得る。メモリ１１１５はまた、実行
されたとき、本明細書で説明する様々な機能（例えば、ＭＴＣのためのセル選択手順、選
択カバレージ拡張技法、呼処理、データベース管理、メッセージルーティングなど）を行
うことをプロセッサ１１０５にさせるように構成された命令を含んでいるコンピュータ可
読、コンピュータ実行可能ソフトウェアコード１１２０を記憶し得る。代替的に、ソフト
ウェアコード１１２０は、プロセッサ１１０５によって直接的に実行可能でないことがあ
るが、例えば、コンパイルされ実行されたとき、本明細書で説明する機能を行うことをコ
ンピュータにさせるように構成され得る。プロセッサ１１０５は、インテリジェントハー
ドウェアデバイス、例えば、ＣＰＵ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含み得る。
プロセッサ１１０５は、エンコーダ、キュー処理モジュール、ベースバンドプロセッサ、
無線ヘッドコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）などのような、様々な専用
プロセッサを含み得る。
【０１０１】
　[0105]　基地局通信モジュール１１２５は、他の基地局１０５との通信を管理し得る。
いくつかの場合には、通信管理モジュールは、他の基地局１０５と協働してＵＥ１１５と
の通信を制御するためのコントローラまたはスケジューラを含み得る。例えば、基地局通
信モジュール１１２５は、ビームフォーミングまたはジョイント送信のような様々な干渉
緩和技法のために、ＵＥ１１５への送信のためのスケジューリングを協調させ得る。
【０１０２】
　[0106]　ワイヤレスデバイス７００、ワイヤレスデバイス８００、またはカバレージ拡
張モジュール７１０の構成要素は、適用可能な機能の一部または全部をハードウェアで行
うように適応された少なくとも１つのＡＳＩＣを用いて、個々にまたはまとめて実施され
得る。代替的に、それらの機能は、１つまたは複数の他の処理ユニット（またはコア）に
よって、少なくとも１つのＩＣ上で行われ得る。他の例では、当技術分野で知られている
任意の様式でプログラムされ得る、他のタイプの集積回路（例えば、ストラクチャード／
プラットフォームＡＳＩＣ、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、また
は別のセミカスタムＩＣ）が使用され得る。各ユニットの機能はまた、全体的または部分
的に、１つまたは複数の汎用プロセッサまたは特定用途向けプロセッサによって実行され
るようにフォーマットされ、メモリ中に組み込まれた命令を用いて実施され得る。
【０１０３】
　[0107]　図１２は、本開示の様々な態様による、ＭＴＣのためのセル選択手順のための
方法１２００を示すフローチャートを示す。方法１２００の動作は、図１～図１１を参照
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しながら説明したようにＵＥ１１５またはそれの構成要素によって実施され得る。例えば
、方法１２００の動作は、図７～図１０を参照しながら説明したようにカバレージ拡張モ
ジュール７１０によって行われ得る。いくつかの例において、ＵＥ１１５が、以下で説明
する機能を行うようにＵＥ１１５の機能要素を制御するためのコードのセットを実行し得
る。追加または代替として、ＵＥ１１５は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明す
る態様機能を行い得る。
【０１０４】
　[0108]　ブロック１２０５で、ＵＥ１１５は、図２～図６を参照しながら説明したよう
に、ＵＥの測定精度能力を識別し得る。いくつかの例において、ブロック１２０５の動作
は、図８を参照しながら説明したように、測定精度能力決定モジュール８０５によって行
われ得る。
【０１０５】
　[0109]　ブロック１２１０で、ＵＥ１１５は、図２～図６を参照しながら説明したよう
に、ＵＥの測定精度能力に少なくとも一部基づいてセル選択値に適用するオフセットを決
定し得る。いくつかの例において、ブロック１２１０の動作は、図８を参照しながら説明
したように、オフセット決定モジュール８１０によって行われ得る。
【０１０６】
　[0110]　ブロック１２１５で、ＵＥ１１５は、図２～図６を参照しながら説明したよう
に、セルから受信された信号の１つまたは複数の信号パラメータを測定し得る。いくつか
の例において、ブロック１２１５の動作は、図８を参照しながら説明したように、信号パ
ラメータ測定モジュール８１５によって行われ得る。
【０１０７】
　[0111]　ブロック１２２０で、ＵＥ１１５は、図２～図６を参照しながら説明したよう
に、１つまたは複数の信号パラメータとオフセットとに少なくとも一部基づいてセルにつ
いてのセル選択値を決定し得る。いくつかの例において、ブロック１２２０の動作は、図
８を参照しながら説明したように、セル選択値決定モジュール８２０によって行われ得る
。
【０１０８】
　[0112]　図１３は、本開示の様々な態様による、ＭＴＣのためのセル選択手順のための
方法１３００を示すフローチャートを示す。方法１３００の動作は、図１～図１１を参照
しながら説明したようにＵＥ１１５またはそれの構成要素によって実施され得る。例えば
、方法１３００の動作は、図７～図１０を参照しながら説明したようにカバレージ拡張モ
ジュール７１０によって行われ得る。いくつかの例では、ＵＥ１１５が、以下で説明する
機能を行うようにＵＥ１１５の機能要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。
追加または代替として、ＵＥ１１５は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明する態
様機能を行い得る。方法１３００はまた、図１２の方法１２００の態様を組み込み得る。
【０１０９】
　[0113]　ブロック１３０５で、ＵＥ１１５は、図２～図６を参照しながら説明したよう
に、２つ以上のセルから受信された信号の１つまたは複数の信号パラメータを測定し得る
。いくつかの例において、ブロック１３０５の動作は、図８を参照しながら説明したよう
に、信号パラメータ測定モジュール８１５によって行われ得る。
【０１１０】
　[0114]　ブロック１３１０で、ＵＥ１１５は、図２～図６を参照しながら説明したよう
に、２つ以上のセルのためのセル選択パラメータがセル選択のしきい値よりも小さいと決
定し得る。いくつかの例において、ブロック１３１０の動作は、図８を参照しながら説明
したように、セル選択値決定モジュール８２０によって行われ得る。
【０１１１】
　[0115]　ブロック１３１５で、ＵＥ１１５は、図２～図６を参照しながら説明したよう
に、セル選択パラメータに少なくとも一部基づいてワイヤレス通信ネットワークへのアク
セスを試みるために２つ以上のセルのうちの第１のセルを選択し得る。いくつかの例にお
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いて、ブロック１３１５の動作は、図９を参照しながら説明したように、セル選択モジュ
ール９０５によって行われ得る。
【０１１２】
　[0116]　ブロック１３２０で、ＵＥ１１５は、図２～図６を参照しながら説明したよう
に、予め定義された基準に従ってワイヤレス通信ネットワークへのアクセスを試みるため
に２つ以上のセルのうちの残りのセルを選択することを続け得る。いくつかの例において
、ブロック１３２０の動作は、図９を参照しながら説明したように、セル選択モジュール
９０５によって行われ得る。
【０１１３】
　[0117]　図１４は、本開示の様々な態様による、ＭＴＣのためのセル選択手順のための
方法１４００を示すフローチャートを示す。方法１４００の動作は、図１～図１１を参照
しながら説明したようにＵＥ１１５またはそれの構成要素によって実施され得る。例えば
、方法１４００の動作は、図７～図１０を参照しながら説明したようにカバレージ拡張モ
ジュール７１０によって行われ得る。いくつかの例では、ＵＥ１１５が、以下で説明する
機能を行うようにＵＥ１１５の機能要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。
追加または代替として、ＵＥ１１５は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明する態
様機能を行い得る。方法１４００はまた、図１２～図１３の方法１２００、および１３０
０の態様を組み込み得る。
【０１１４】
　[0118]　ブロック１４０５で、ＵＥ１１５は、図２～図６を参照しながら説明したよう
に、１つまたは複数のセルについてのカバレージ拡張レベルを示すシグナリングを受信し
得る。いくつかの例において、ブロック１４０５の動作は、図８～図９を参照しながら説
明したように、セル選択値決定モジュール８２０によって行われ得る。
【０１１５】
　[0119]　ブロック１４１０で、ＵＥ１１５は、図２～図６を参照しながら説明したよう
に、カバレージ拡張レベルを１つまたは複数のセルについての受信電力情報と組み合わせ
得る。いくつかの例において、ブロック１４１０の動作は、図８を参照しながら説明した
ように、セル選択値決定モジュール８２０によって行われ得る。
【０１１６】
　[0120]　ブロック１４１５で、ＵＥ１１５は、図２～図６を参照しながら説明したよう
に、組み合されたカバレージ拡張レベルと受信電力情報とを備えるセル選択パラメータに
少なくとも一部基づいてネットワークアクセスのためのセルを選択し得る。いくつかの例
において、ブロック１４１５の動作は、図９を参照しながら説明したように、セル選択モ
ジュール９０５によって行われ得る。
【０１１７】
　[0121]　図１５は、本開示の様々な態様による、ＭＴＣのためのセル選択手順のための
方法１５００を示すフローチャートを示す。方法１５００の動作は、図１～図１１を参照
しながら説明したようにＵＥ１１５またはそれの構成要素によって実施され得る。例えば
、方法１５００の動作は、図７～図１０を参照しながら説明したようにカバレージ拡張モ
ジュール７１０によって行われ得る。いくつかの例では、ＵＥ１１５が、以下で説明する
機能を行うようにＵＥ１１５の機能要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。
追加または代替として、ＵＥ１１５は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明する態
様機能を行い得る。方法１５００はまた、図１２～図１４の方法１２００、１３００、お
よび１４００の態様を組み込み得る。
【０１１８】
　[0122]　ブロック１５０５で、ＵＥ１１５は、図２～図６を参照しながら説明したよう
に、ワイヤレス通信ネットワークにおいて第１のセルとの接続を確立し得る。いくつかの
例において、ブロック１５０５の動作は、図９を参照しながら説明したように、セル選択
モジュール９０５によって行われ得る。
【０１１９】
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　[0123]　ブロック１５１０で、ＵＥ１１５は、図２～図６を参照しながら説明したよう
に、第１のセルあるいは１つまたは複数の他のセルのうちの一方または両方のカバレージ
拡張技法の使用に少なくとも一部基づいて１つまたは複数の他のセルの測定の頻度を低減
し得る。いくつかの例において、ブロック１５１０の動作は、図９を参照しながら説明し
たように、チャネル復号モジュール９１０によって行われ得る。
【０１２０】
　[0124]　このようにして、方法１２００、１３００、１４００、および１５００は、Ｍ
ＴＣのためのセル選択手順を提供し得る。方法１２００、１３００、１４００、および１
５００は可能な実施形態について説明していること、並びに動作およびステップは、他の
実施形態が可能であるように、並べ替えられるかまたは場合によって変更され得ることに
留意されたい。いくつかの例では、方法１２００、１３００、１４００、および１５００
のうちの２つまたはそれ以上からの態様が組み合わされ得る。
【０１２１】
　[0125]　本明細書の説明は、例を与えるものであり、特許請求の範囲に記載される範囲
、適用性、または例を限定するものではない。本開示の範囲から逸脱することなく、説明
した要素の機能および構成において変更が行われ得る。様々な例は、適宜に、様々な手順
または構成要素を省略、置換、または追加し得る。また、いくつかの例に関して説明した
特徴は、他の例において組み合わされ得る。
【０１２２】
　[0126]　本明細書で説明した技法は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続
（ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ
）、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、および他のシステムのよ
うな、様々なワイヤレス通信システムのために使用され得る。「システム」および「ネッ
トワーク」という用語はしばしば同義で使用される。符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）シス
テムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ）などのような
無線技術を実施し得る。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、およびＩＳ
－８５６規格をカバーする。ＩＳ－２０００リリース０およびＡは、通常、ＣＤＭＡ２０
００　１Ｘ、１Ｘなどと呼ばれる。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、通常、ＣＤＭＡ
２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ、高速パケットデータ（ＨＲＰＤ）などと呼ばれる。ＵＴＲＡ
は、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））とＣＤＭＡの他の変形態とを含む。時分
割多元接続（ＴＤＭＡ）システムは、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録
商標））のような無線技術を実施し得る。直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システ
ムは、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、
ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ
（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭなどのような無線技術を
実施し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーシ
ョンズシステム（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰ（登録商標）ロングタームエボリュ
ーション（ＬＴＥ）およびＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用す
るＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴ
Ｅ－Ａ、およびモバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ）は、「第３世代パートナー
シッププロジェクト」（３ＧＰＰ）と称する団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ
２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２）
と称する団体からの文書に記載されている。本明細書で説明した技法は、上述のシステム
および無線技術並びに他のシステムおよび無線技術に使用され得る。但し、本明細書の説
明は、例としてＬＴＥシステムについて説明し、上記の説明の大部分においてＬＴＥ用語
が使用されるが、本技法はＬＴＥ適用例以外に適用可能である。
【０１２３】
　[0127]　本明細書で説明したようなネットワークを含むＬＴＥ／ＬＴＥ－ａネットワー
クでは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）という用語は、概して、基地局を表すために使用され
得る。本明細書で説明した１つまたは複数のワイヤレス通信システムは、異なるタイプの
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ｅＮＢが様々な地理的領域にカバレージを与える、異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－ａネットワーク
を含み得る。例えば、各ｅＮＢまたは基地局は、マクロセル、スモールセル、または他の
タイプのセルに通信カバレージを与え得る。「セル」という用語は、状況に応じて、基地
局、基地局に関連するキャリアもしくはコンポーネントキャリア、またはキャリアもしく
は基地局のカバレージエリア（例えば、セクタなど）を記述するために使用され得る３Ｇ
ＰＰ用語である。
【０１２４】
　[0128]　基地局は、基地トランシーバ局、無線基地局、アクセスポイント、無線トラン
シーバ、ノードＢ、ｅノードＢ（ｅＮＢ）、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、または
何らかの他の好適な用語を含み得るか、またはそのように当業者によって呼ばれることが
ある。基地局のための地理的カバレージエリアは、カバレージエリアの一部分のみを構成
するセクタに分割され得る。本明細書で説明した１つまたは複数のワイヤレス通信システ
ムは、異なるタイプの基地局（例えば、マクロセル基地局またはスモールセル基地局）を
含み得る。本明細書で説明したＵＥは、マクロｅＮＢ、スモールセルｅＮＢ、リレー基地
局などを含む、様々なタイプの基地局およびネットワーク機器と通信することが可能であ
り得る。異なる技術のための重複する地理的カバレージエリアがあり得る。
【０１２５】
　[0129]　マクロセルは、概して、比較的大きい地理的エリア（例えば、半径数キロメー
トル）をカバーしており、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる
無制限アクセスを可能にし得る。スモールセルは、マクロセルと比較して、マクロセルと
同じまたは異なる（例えば、認可、無認可などの）周波数帯域内で動作し得る、低電力基
地局である。スモールセルは、様々な例によれば、ピコセルと、フェムトセルと、マイク
ロセルとを含み得る。ピコセルは、例えば、小さい地理的エリアをカバーし得、ネットワ
ークプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。ま
た、フェムトセルは、小さい地理的エリア（例えば、自宅）をカバーし得、フェムトセル
との関連を有するＵＥ（例えば、限定加入者グループ（ＣＳＧ）中のＵＥ、自宅内のユー
ザのためのＵＥなど）による制限付きアクセスを与え得る。マクロセルのためのｅＮＢは
マクロｅＮＢと呼ばれることがある。スモールセルのためのｅＮＢは、スモールセルｅＮ
Ｂ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢと呼ばれることがある。ｅＮＢは、
１つまたは複数の（例えば、２つ、３つ、４つなどの）セル（例えば、コンポーネントキ
ャリア）をサポートし得る。ＵＥが、マクロｅＮＢ、スモールセルｅＮＢ、リレー基地局
などを含む、様々なタイプの基地局およびネットワーク機器と通信することが可能であり
得る。
【０１２６】
　[0130]　本明細書で説明したワイヤレス通信システムは、同期動作または非同期動作を
サポートし得る。同期動作の場合、基地局は、同様のフレームタイミングを有し得、異な
る基地局からの送信は、時間的にほぼ整合され得る。非同期動作の場合、基地局は異なる
フレームタイミングを有し得、異なる基地局からの送信は時間的に整合されないことがあ
る。本明細書で説明した技法は、同期動作または非同期動作のいずれにも使用され得る。
【０１２７】
　[0131]　本明細書で説明したダウンリンク送信は順方向リンク送信と呼ばれることもあ
り、アップリンク送信は逆方向リンク送信と呼ばれることもある。例えば、図１および図
２のワイヤレス通信システム１００およびワイヤレス通信サブシステム２００を含む、本
明細書で説明した各通信リンクは、１つまたは複数のキャリアを含み得、ここで、各キャ
リアは、複数のサブキャリアからなる信号（例えば、異なる周波数の波形信号）であり得
る。各々の変調された信号は、異なるサブキャリア上で送られることがあり、制御情報（
例えば、基準信号、制御チャネルなど）、オーバーヘッド情報、ユーザデータなどを搬送
することがある。本明細書で説明した通信リンク（例えば、図１の通信リンク１２５）は
、周波数分割複信（ＦＤＤ）動作を使用して（例えば、対スペクトルリソースを使用して
）または時分割複信（ＴＤＤ）動作を使用して（例えば、不対スペクトルリソースを使用
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して）双方向通信を送信し得る。ＦＤＤ（例えば、フレーム構造タイプ１）およびＴＤＤ
（例えば、フレーム構造タイプ２）のためのフレーム構造が定義され得る。
【０１２８】
　[0132]　添付の図面に関して本明細書に記載された説明は、例示的な構成について説明
しており、実施され得るまたは特許請求の範囲内に入る全ての例を表すとは限らない。本
明細書で使用される「例示的」という用語は、「例、事例、または例示の働きをすること
」を意味し、「好ましい」または「他の例よりも有利な」を意味しない。詳細な説明は、
説明した技法の理解を与えるための具体的な詳細を含む。但し、これらの技法は、これら
の具体的な詳細なしに実施され得る。いくつかの事例では、説明した例の概念を不明瞭に
することを回避するために、よく知られている構造およびデバイスがブロック図の形式で
示される。
【０１２９】
　[0133]　添付の図では、同様の構成要素または特徴が同じ参照ラベルを有し得る。さら
に、同じタイプの様々な構成要素が、参照ラベルの後に、ダッシュと、同様の構成要素の
間を区別する第２のラベルとを続けることによって区別されることがある。第１の参照ラ
ベルのみが本明細書において使用される場合、その説明は、第２の参照ラベルにかかわら
ず、同じ第１の参照ラベルを有する同様の構成要素のいずれにも適用可能である。
【０１３０】
　[0134]　本明細書で説明した情報および信号は、多種多様な技術および技法のいずれか
を使用して表され得る。例えば、上の説明全体にわたって参照され得るデータ、命令、コ
マンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場も
しくは磁気粒子、光場もしくは光粒子、またはそれらの任意の組合せによって表され得る
。
【０１３１】
　[0135]　本明細書の開示に関して説明した様々な例示的なブロックおよびモジュールは
、汎用プロセッサ、ＤＳＰ、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡもしくは他のプログラマブル論理デバイ
ス、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素、または本明細書
で説明した機能を行うように設計されたそれらの任意の組合せを用いて実施または行われ
得る。汎用プロセッサがマイクロプロセッサであり得るが、代替として、プロセッサは、
任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステートマシン
であり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組合せ（例えば、デジタ
ル信号プロセッサ（ＤＳＰ）とマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセッサ
、ＤＳＰコアと連携する１つもしくは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のその
ような構成）として実施され得る。
【０１３２】
　[0136]　本明細書で説明した機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソ
フトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実施され得る。プロセッサ
によって実行されるソフトウェアで実施される場合、機能は、１つまたは複数の命令また
はコードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体
を介して送信され得る。他の例および実施形態が、本開示および添付の特許請求の範囲お
よび趣旨内に入る。例えば、ソフトウェアの性質により、上述した機能は、プロセッサに
よって実行されるソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリング、
またはこれらのうちのいずれかの組合せを使用して実施され得る。機能を実施する特徴が
また、異なる物理的位置で機能の部分が実施されるように分散されることを含めて、様々
な位置に物理的に配置され得る。特許請求の範囲を含めて、本明細書で使用される場合、
「および／または」という用語は、２つ以上の項目の列挙中で使用されるとき、列挙され
た項目のうちのいずれか１つが単独で用いられ得ること、または列挙された項目のうちの
２つ以上の任意の組合せが用いられ得ることを意味する。例えば、組成が構成要素Ａ、Ｂ
、および／またはＣを含むものとして説明される場合、その組成は、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃ
のみ、ＡとＢの組合せ、ＡとＣの組合せ、ＢとＣの組合せ、またはＡとＢとＣの組合せを
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含むことができる。また、特許請求の範囲を含めて、本明細書で使用される場合、項目の
列挙（例えば、「のうちの少なくとも１つ」あるいは「のうちの１つまたは複数」のよう
な句で終わる項目の列挙）中で使用される「または」は、例えば、「Ａ、Ｂ、またはＣの
うちの少なくとも１つ」の列挙が、ＡまたはＢまたはＣまたはＡＢまたはＡＣまたはＢＣ
またはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味するような選言的列挙を示す。
【０１３３】
　[0137]　コンピュータ可読媒体が、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラム
の転送を可能にする任意の媒体を含む、非一時的コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方
を含む。非一時的記憶媒体が、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任
意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、非一時的コンピュータ可読媒体
が、ＲＡＭ、ＲＯＭ、電気的消去可能プログラマブル読取り専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ（
登録商標））、コンパクトディスク（ＣＤ）ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁
気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構
造の形態の所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用され得、汎用も
しくは専用コンピュータまたは汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る任
意の他の非一時的媒体を備えることができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒
体と適切に呼ばれる。例えば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、
ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波
のようなワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソース
から送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加
入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術が
、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用されるディスク（disk）およびディスク（disc
）が、ＣＤ、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多
用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびＢｌ
ｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ここで、ディスク（disk）は、通常、
データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。
上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０１３４】
　[0138]　本明細書の説明は、当業者が本開示を作成または使用することを可能にするた
めに提供される。本開示への様々な変更は当業者には容易に明らかとなり、本明細書で定
義された一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用され得る。
従って、本開示は、本明細書で説明した例および設計に限定されるべきでなく、本明細書
で開示される原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられるべきである。　
以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信ネットワークにおけるワイヤレス通信の方法であって、
　１つまたは複数のセルのカバレージ拡張レベルを示すシグナリングを受信することと、
　前記カバレージ拡張レベルを前記１つまたは複数のセルについての受信電力情報と組み
合わせることと、
　前記組み合されたカバレージ拡張レベルと前記受信電力情報とを備えるセル選択パラメ
ータに少なくとも一部基づいてネットワークアクセスのためのセルを選択することとを備
える方法。
［Ｃ２］
　前記１つまたは複数のセルが、サービングセルまたは近隣セルのうちの一方または両方
を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記組み合わせることが、
　前記１つまたは複数のセルのカバレージ拡張レベルに少なくとも一部基づいて前記１つ
または複数のセルについてのセル選択値に適用するオフセットを決定することをさらに備
える、Ｃ１に記載の方法。
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［Ｃ４］
　前記セル選択パラメータが、基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）測定値または基準信号受信
品質（ＲＳＲＱ）測定値のうちの一方または両方に少なくとも一部基づく、Ｃ１に記載の
方法。
［Ｃ５］
　ネットワークアクセスのための前記セルを選択することは、
　候補セルのためのセル選択パラメータがセル選択のしきい値よりも小さいと決定するこ
とを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　ネットワークアクセスのための前記セルを選択することが、
　予め定義された基準に従ってネットワークアクセスのための追加のセルを選択すること
を続けることを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　追加のセルを選択することを続けることが、
　前記セルのブロードキャストチャネル送信を復号することを試みることと、
　前記セルの前記ブロードキャストチャネル送信を復号することを不成功裏に試みること
に少なくとも一部基づいて、前記ワイヤレス通信ネットワークへのアクセスのための前記
１つまたは複数のセルのうちの第２のセルを選択することとを備える、Ｃ６に記載の方法
。
［Ｃ８］
　前記第１のセルの前記ブロードキャストチャネル送信を復号することを試みることが、
前記第１のセルの物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）およびシステム情報ブロッ
ク（ＳＩＢ）を復号することを試みることを備える、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記１つまたは複数のセルのうちの１つのセルの基準信号密度が前記セルの前記カバレ
ージ拡張レベルに少なくとも一部基づいて調整されると決定することと、
　前記基準信号密度に少なくとも一部基づいて前記基準信号に関連する測定持続時間を調
整することとをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記基準信号密度が前記カバレージ拡張レベルの関数として増加される、Ｃ９に記載の
方法。
［Ｃ１１］
　前記基準信号に関連する前記測定持続時間が前記カバレージ拡張レベルの関数として増
加される、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１２］
　ワイヤレス通信ネットワークにおけるワイヤレス通信の方法であって、
　前記ワイヤレス通信ネットワークにおいて第１のセルとの接続を確立することと、
　前記第１のセルあるいは１つまたは複数の他のセルのうちの一方または両方のカバレー
ジ拡張技法の使用に少なくとも一部基づいて前記１つまたは複数の他のセルの測定の頻度
を低減することとを備える方法。
［Ｃ１３］
　測定の前記低減された頻度に従って前記１つまたは複数の他のセルから受信される信号
の１つまたは複数の信号パラメータを測定することと、
　前記１つまたは複数の他のセルのうちの第２のセルとの接続を確立することを試みるべ
きかどうかを、前記第２のセルのための前記測定された信号パラメータと前記第１のセル
および前記第２のセルに関連するカバレージ拡張レベルとに少なくとも一部基づいて決定
することとをさらに備える、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１４］
　測定の前記頻度を低減することが、
　前記第１のセルに関連するカバレージ拡張レベルを識別することと、
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　前記第１のセルに関連する前記カバレージ拡張レベルに少なくとも一部基づいて前記第
１のセルのためのセル選択基準を調整することと、
　前記調整されたセル選択基準に少なくとも一部基づいて、少なくとも部分的に重複する
周波数を有する前記１つまたは複数の他のセルから受信される信号の測定の前記頻度を制
御するようにタイマーを構成することとを備える、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１５］
　測定の前記頻度を低減することが、
　前記第１のセルに関連するカバレージ拡張レベルを識別することと、
　前記第１のセルと重複しない周波数を有する前記他のセルのうちの１つまたは複数を識
別することと、
　前記１つまたは複数の他のセルの前記重複しない周波数に関連する優先度に少なくとも
一部基づいて前記他のセルのうちの１つまたは複数についての測定の前記頻度を調整する
こととを備える、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１６］
　より高い優先度周波数を有する前記他のセルのうちの１つまたは複数についての測定が
、前記第１のセルのタイマーまたは品質しきい値のうちの一方または両方に少なくとも一
部基づいて行われる、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ１７］
　より低い優先度周波数を有する前記他のセルのうちの１つまたは複数についての測定が
、前記第１のセルに関連するタイマーまたはセル選択基準へのオフセットのうちの一方ま
たは両方に少なくとも一部基づいて行われる、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ１８］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令とを備え、前記命令が、前記プロセッサによって実行され
たとき、
　　１つまたは複数のセルのカバレージ拡張レベルを示すシグナリングを受信することと
、
　　前記カバレージ拡張レベルを前記１つまたは複数のセルについての受信電力情報と組
み合わせることと、
　　前記組み合されたカバレージ拡張レベルと前記受信電力情報とを備えるセル選択パラ
メータに少なくとも一部基づいてネットワークアクセスのためのセルを選択することと　
を前記装置にさせるように動作可能である、装置。
［Ｃ１９］
　前記１つまたは複数のセルが、サービングセルまたは近隣セルのうちの一方または両方
を備える、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記命令が、
　前記１つまたは複数のセルのカバレージ拡張レベルに少なくとも一部基づいて前記１つ
または複数のセルについてのセル選択値に適用するオフセットを決定することを前記装置
にさせるようにさらに実行可能である、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２１］
　前記セル選択パラメータが、基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）測定値または基準信号受信
品質（ＲＳＲＱ）測定値のうちの一方または両方に少なくとも一部基づく、Ｃ１８に記載
の装置。
［Ｃ２２］
　ネットワークアクセスのための前記セルを選択することは、
　候補セルのためのセル選択パラメータがセル選択のしきい値よりも小さいと決定するこ
とを備える、Ｃ１８に記載の装置。
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［Ｃ２３］
　ネットワークアクセスのための前記セルを選択することが、
　予め定義された基準に従ってネットワークアクセスのための追加のセルを選択すること
を続けることを備える、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２４］
　追加のセルを選択することを続けることが、
　前記セルのブロードキャストチャネル送信を復号することを試みることと、
　前記セルの前記ブロードキャストチャネル送信を復号することを不成功裏に試みること
に少なくとも一部基づいて、前記ワイヤレス通信ネットワークへのアクセスのための前記
１つまたは複数のセルのうちの第２のセルを選択することとを備える、Ｃ２３に記載の装
置。
［Ｃ２５］
　前記第１のセルの前記ブロードキャストチャネル送信を復号することを試みることが、
前記第１のセルの物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）およびシステム情報ブロッ
ク（ＳＩＢ）を復号することを試みることを備える、Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記命令は、
　前記１つまたは複数のセルのうちの１つのセルの基準信号密度が前記セルの前記カバレ
ージ拡張レベルに少なくとも一部基づいて調整されると決定することと、
　前記基準信号密度に少なくとも一部基づいて前記基準信号に関連する測定持続時間を調
整することとを前記装置にさせるようにさらに実行可能である、Ｃ１８に記載の装置。  
　［Ｃ２７］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令とを備え、前記命令が、前記プロセッサによって実行され
たとき、
　　ワイヤレス通信ネットワークにおいて第１のセルとの接続を確立することと、
　　前記第１のセルあるいは１つまたは複数の他のセルのうちの一方または両方のカバレ
ージ拡張技法の使用に少なくとも一部基づいて前記１つまたは複数の他のセルの測定の頻
度を低減することと
　を前記装置にさせるように動作可能である、装置。
［Ｃ２８］
　前記命令が、
　測定の前記低減された頻度に従って前記１つまたは複数の他のセルから受信される信号
の１つまたは複数の信号パラメータを測定することと、
　前記１つまたは複数の他のセルのうちの第２のセルとの接続を確立することを試みるべ
きかどうかを、前記第２のセルのための前記測定された信号パラメータと前記第１のセル
および前記第２のセルに関連するカバレージ拡張レベルとに少なくとも一部基づいて決定
することとを前記装置にさせるようにさらに実行可能である、Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ２９］
　測定の前記頻度を低減することが、
　前記第１のセルに関連するカバレージ拡張レベルを識別することと、
　前記第１のセルに関連する前記カバレージ拡張レベルに少なくとも一部基づいて前記第
１のセルのためのセル選択基準を調整することと、
　前記調整されたセル選択基準に少なくとも一部基づいて、少なくとも部分的に重複する
周波数を有する前記１つまたは複数の他のセルから受信される信号の測定の前記頻度を制
御するようにタイマーを構成することとを備える、Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ３０］
　測定の前記頻度を低減することが、
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　前記第１のセルに関連するカバレージ拡張レベルを識別することと、
　前記第１のセルと重複しない周波数を有する前記他のセルのうちの１つまたは複数を識
別することと、
　前記１つまたは複数の他のセルの前記重複しない周波数に関連する優先度に少なくとも
一部基づいて前記他のセルのうちの１つまたは複数についての測定の前記頻度を調整する
こととを備える、Ｃ２７に記載の装置。

【図１】 【図２】
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